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大管長会メッセージ

私たちの宗教の

かなめ石

大管長

エズラ ・タフト ・ベンソン

たまもの

代の私たちに与えられている最 も大切な賜 についてお話 ししたいと思

現
います。 その賜 とは，産業および技術革命が もた らしたいかなる発明

品よりもずっと重要なものです。 これは人類 にとって，現代医学に見 られる

多 くのすばらしい進歩 よりもはるかに偉大な価値があ り，飛行技術の発達や

宇宙旅行 よりも，人類 にとってずっと意義のある賜です。私がお話 ししたい

賜 とはモルモン経のことです。

この賜は，私たちのためにそのままの形で残るようにと，主のみ手により

1，000年以上 にわたってつづ られ，今 日まで隠 されてきました。この聖典 に

ついては，主ご自身のみ言葉以上にその重要性を証するものはあ りません。

予置者ジョセフ ・スミスは冒った。
「人は(モ ルモン経)の 教えに

従うことにより，

ほかのどの書物にも増 して

神に近づくことができる。』
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主はご自身の言葉 をもって次のことを証 しておられま

す。(1)そ れが真実のものであること(教義 と聖約17：6

参照)，(2)真 理 と神ご自身のみ言葉が載せ られているこ

と(教義 と聖約19：26参 照)，(3)天 か らの力 により翻訳

されたこと(教義 と聖約20：8参 照)，(4)イ エス ・キリ

ス トの完全 な福 音が載 せ られてい ること(教義 と聖約

20：9;42：12参 照)，(5)霊 感 によって与えられ，天の

使いたちの導 きと恵みによって確認されたこと(教義 と

聖約20二10参 照)，(6)聖 典 の真実性 を証 してい るこ と

(教義 と聖約20：11参 照)，(7)信 仰 をもって これ を受 け

入れる人は永遠の生命 を受 ける こと。(教 義 と聖約20：

14参照)

モルモン経が大切 なものであることについての第2の

強力な証 は，主が福音の回復 の過程 において，モルモン

経をいつ登場させた もうたか ということです。モルモン

経に先立 ったものは最初の示現だけで した。その驚嘆す

べ き示現の中で予言者ジ ョセフ ・ス ミスは，神の本質 と，

その神が自分にひ とつの業をなすように願っておられ る

のを知 りました。それに次いで，モルモン経が この世に

もたらされたのです。

これはどういうことなのでしょうか。モルモン経が も

たらされたのは神権の回復の前で した。またその出版 は，

教会が組織 される数 日前のことで した。3つ の光栄， 日

の光栄の結婚，死者のための儀式など大切な教義に関す

る啓示が与 えられる前に，聖徒たちはモルモン経を与 え

られました。神権定員会や教会が設立される前にこの世

にもたらされたのです。 このことは，主がモルモ ン経 を

どのようにご覧になっているかを物語っているのではな

いで しょうか。

モルモン経について主が どのように考えてお られるの

かがわかれば，それをどのように受け入れるかについて

主が厳重な警告 を与えてお られるの も，なん ら不思議な

ことではありません。信仰 をもってモルモン経 を受け入

れ，正 しい行ないをする者 は，永遠の生命の栄冠(教 義

と聖約20：14参 照)を 受けると言われ た後で，主は続 け

PHOTOGRAPHBYSTEVEBUNDERSON

かた くな

て こう警告されました。「され ど信ぜず して心 を頑 固に
おの

し， これを受 けいれざる人々はこのこと己れらが罪せ ら
ゆえん

るる所 以 とな るべ し。」(教 義 と聖約20=15)

1829年 ， 主 は聖徒 た ちに 「神聖 な る もの を軽 んず る こ

となかれ」(教 義 と聖約6：12)と の 警告 をお与 え にな り

ました。確 か にモルモ ン経 は神聖 な ものです。 しか し，

その神聖 なモル モ ン経 をないが しろに してい る人 が いか

に多い ことで し ょう。言葉 を換 えて言 えば， モルモ ン経

を軽 ん じ， つ ま らな い もの のよ うに取 り扱 ってい る人 が

多 くいる とい うこ となのです。

1832年 ， 初期 の宣教 師た ちが伝 道 か ら帰 って きた時 ，
しつせき

主は彼 らがモルモン経 を軽んじた ことを叱責 されました。

そのような態度であったために，彼 らの心は暗 くされた
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モルモン経は，この時代に生きる私たちのために書かれ

ている。モロナイはこう言っている。「見よ，私はあな

たたちが今目の前にあるかのように話しているが，本当

はあなたたちはまだ生れな いのである。しか し，イエ

ス ・キリス トが前以てあなたたちを私に見せたもうたの

であなたたちの行いが今私に解るのである。』(モ ルモン

8=35)

と主は言われました。 この神聖な本を軽んじたために彼

ら自身への光が失われたばか りではな く，教会全体，果

てはシオンの子供たちにまでのろいが もた らされたので
あらた

す。主は言われ ました。「人々悔 い改めて，新なる誓約
のろ

すなわちモルモン経・"…を思い起 〔す〕 まで依然 この咀

いの下にあるべ し。」(教 義 と聖約84：54-57)

モルモン経が出版 されたのは1世 紀半以上 も前である

からといって，今 日の私たちにとってのモルモン経の価

値が下がったりするで しょうか。私たちはモルモン経が

新 たなる誓約であることを心に留めているでしょうか。

聖書には旧約聖書 と新約聖書があ ります。 この 「約」 に

あたる英語 のtestamentと い う言葉 はギ リシ ャ語 に由

来す るもので，「誓約」 とも訳 されてい ます。主 はモル

モン経 を 「新たなる誓約」 と呼ばれ ましたが，実際その

ような思いがあって言われたのではないで しょうか。モ

ルモン経は，イエスについての もうひ とつの誓約，すな

わち証 となるものなのです。最近，モルモン経の標題 に
「イエス ・キリス トについての もうひ とつの証」 という

言葉 を付け加 えたのはそのためです。

初期の聖徒たちがモルモン経を軽んじたために叱責さ

れたのな らば，私たちが同じようなことをした場合 も同

様ののろいを受けるのではないで しょうか。

末 日聖徒はモルモン経を生涯にわたって研究する必要

があ りますが，それには大 きく分 けて3つ の理由があり

ます。

その第1は ，モルモン経 は私たちの宗教のかなめ石だ

からです。それは予言者ジ ョセフ ・スミスの言葉 にあり

ます。ジョセフ ・ス ミスは 「モルモン経 はこの地上で最

も正確な書物であ り，私たちの宗教 のかなめ石である」

(モルモン経 序文)と 証 しています。かなめ石 とはア
ーチの中央 に置かれる石のことです。ほかの石 を支える

働 きをしているので，その石を取 るとアーチは崩れ落ち

てしまいます。

モルモン経は3つ の点で私たちの宗教のかなめ石です。

それはイエス ・キ リス トの証におけるかなめ石であり，

私たちの教義のかなめ石であり，証のかなめ石です。

イエスはすべてのことのか しら石 となるお方ですが，

モルモン経はそのイエス ・キリス トに対す る私 たちの証

のかなめ石 となるものです。モルモン経は力強 く， しか

も明快 にイエスが実在のお方であることを証 しています。

数多 くの写本家や翻訳家，内容 に手を加 えたよこしまな

宗教家たちの手 を通って きた聖書 とは異なり，モルモン

経(英 文)は 執筆者か ら読者に渡 るまでの問に，わずかに

1度 の翻訳の段階を経たにすぎません。 しかも霊感によ

って翻訳されたのです。 したがって，そこにある主の証

は明快かつ純粋で，力があります。そればか りではあ り

ません。現代ではキ リス ト教の多 くは救い主の神性 を否
かんぺき

定 しています。主の奇跡的な生誕や，完壁な生涯，栄光

ある復活の真実性について疑いを抱いているのです。モ

ルモン経はそれ らが真実であることについてわか りやす
あがな

く，誤解のない言葉で教えています。それはまた，腰い

についてもこれまでになく完全な説明を与 えています。

確かに，神から与えられたこの霊感 あふれる書物 は，イ

エスが救 い主であることを世 の人々に証 する(モ ルモ ン

経 とびらの言参照)う えでかなめ石 となります。

モルモン経は， また復活の教義のかなめ石でもあ りま

す。前にも触れ ましたが，モルモン経に 「イエス ・キリ

ス トの完全なる福音」(教 義 と聖約20：9)が 載せられて

いると言われたのは主 ご自身でした。それはすべての教

え， これまでに啓示されたすべての教義が載っていると

いうことではあ りません。むしろ，モルモン経 には救い

に必要な教義が完全な形で収められているということな

のです。そして，それ はわか りやす く簡潔に教 えられて

お り，子供でさえも救い と昇栄 に至 る道 について学ぶ こ

とができるようになっています。モルモン経 は，救いの

教義に関する理解 を深めて くれる事柄 に満ちています。

もしこの書物がなかったなら，ほかの聖典で教 えられて
たれ

い る こ とも， それ ほ ど 「誰 に もわ か る貴 い」(1二 一 フ

ァイ13：29)こ と として理 解 されなか ったで し ょう。

最後 に， モルモ ン経 は証 のか なめ石 で す。か なめ石 が
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モルモンは，すべてを初めから見ておられる神の霊感の

下に，何世紀にも及ぶ記録を短くまとめ，最も私たちの

ためになる物語，話，出来事をえりすぐった。

取 り除かれたらアーチが崩れ落ちるように， この教会の

すべての教えはモルモン経の真実性に依存 しているので

す。教会の敵はそれをよく知ってい ます。彼 らが このモ

ルモ ン経の誤 りを立証 しようとあ らゆることをするのは

そのためであり， もしそれが立証で きれば，予言者ジョ
かぎ

セフ ・ス ミスも共に倒れるからです。神権の鍵や啓示，

また回復 された教会についての私たちの主張 もそうです。

しか し逆に， もしこのモルモン経が真実のものであるな

らば(事 実，何百万人 とい う人が これが真実で あるとい

うみたまの証 を受けたことを証 してい ます)，人々は回

復やそれに伴 うすべての主張 を受け入れなければならな

いのです。

そうです。モルモ ン経 は私たちの宗教 のかなめ石です。

私たちの証のかなめ石であり，教義のかなめ石であり，

主なる救い主の証におけるかなめ石なのです。

さて，モルモン経 を私たちの学びの中心 としなければ

ならない第2の 理由は， このモルモン経が この時代 に生

きる私たちのために書かれたものだからです。二一ファ

イ人たちにも，古代のレーマン人たちにもモルモ ン経 は

ありませんでした。 まさに私たちのためのものなのです。

モルモンは二一ファイ人の文明の末期にこれを書 き記し

ました。モルモンは，すべてを初めか ら見てお られる神

の霊感 の下に，何世紀 にも及ぶ記録 を短 くまとめ，最 も

私たちのためになる物語，話，出来事をえ りす ぐったの

です。

モルモン経の執筆者 たちは口をそろえて，それが後世

の人々のためであることを証 しています。「主なる神 は

私が今ここに記す ことを，子々孫々に保存 して代々相伝

えることを私 に約束 したもうた」(II二 一ファイ25：21)

と二一ファイは言っていますし，彼の跡を継いだ弟 ヤコ

ブも次のような類似 した言葉を残 しています。「二一フ

ァイは，二一ファイの民の歴史は二一ファイのほかの版

に刻 まな くてはな らぬ，私 は この小 さい版 を保存 して

代々私の子孫に伝 えよと言 〔った。〕」(ヤ コブ1：3)イ

ノス とジェロム も同様 に， 自分たちの世代の人々のため

で はな く，後 の世 代 の人 々 のため に書 いた と述 べて い ま

す。(イ ノス1：15-16;ジ ェ ロム1：2参 照)

モ ルモ ン も自らの言葉 で 「イス ラエルの家 の残 りの者

よ， よ く言 ってお く」(モ ルモ ン7：1)と 言 って います。

そ して霊感 を受 けた最後 の執筆者 で あ るモ ロナイ は，実

際 に私 たち の時代 を見 て次 の よ うに言 い ま した。 「この
なんじ

記録が汝 らの中に現われてか ら問 もな く起るはずの出来
もつ

事について主 は前以て大きな驚嘆すべきことを私に教え

た もうた。

見 よ，私はあなたたちが今 目の前にあるかのように話

しているが，本当はあなたたちはまだ生れないのである。

しかし，イエス ・キリス トが前以てあなたたちを私に見
わか

せた もうたのであなたたちの行いが今私 に解 るのであ 』

る。」(モ ルモン8：34-35)

彼 らが私たちの時代 を見，私たちのためになることを

選んで くれたとしたならば，なおさらモルモン経を学ぶ

必要があるのではないで しょうか。「この事柄 を記録 に

残すようモルモン(モ ロナイあるいはアルマ)に 主が霊感

を与 えられたのはなぜだ ろうか」，「この ことか ら現代の

生活への教訓として何 を学べるのだろうか」 と絶えず自

問する必要があります。

そして，その質問に対す る答えの例 は数限 りな くあ り

ます。たとえば，モルモ ン経 には主の再臨 に備える方法

が書かれています。キ リス トがアメ リカ大陸に来 られる

前の数十年間のことを記 した重要な箇所がありますが，

その時代について慎重に学ぶならば，なぜ主の降臨に先

立つ恐ろしい裁 きに際 して滅 ぼされた人がいたのか，ま

たその一方で，バウンテフルの地 にある神殿で主の手足

の傷 に触れることがで きた人がいたのはなぜか，などに

ついての答 えが得 られ ます。

モルモン経を読めば，キ リス トの弟子たちが戦争の時

代 をどのように生 きたかもわか ります。背筋が寒 くなる

ような生々しい描写を通 して，秘密結社の悪事について

も学べ ます。迫害や背教 に対処するうえで教訓を見いだ

し，伝道 をどう進めたらよいかについても多 くを学べ ま
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モルモン経に記された主の証は明快かつ純粋で，力があ

る。……確かに，神から与えられたこの霊感あふれる書

物は，イエスが救い主であることを世の人々に証するう

えでかなめ石となる。

す。 そしてモルモ ン経 は，物質主義や この世の ものに心

を奪われることの危険性をほかのどの書物 よりもよく教

えて くれています。 この書物が私たちに向けて書かれた

ものであり，そしてこの本の中に偉大な力 と慰め，守 り

があるのを，だれが否定できるでしょうか。

モルモン経が末 日聖徒にとって価値 あるものである第

3の 理由は，先ほど引用 した予言者 ジョセフ ・スミスの

言葉にあ ります。彼 は言 いました。「私 は兄弟 たちに言

った。モルモン経 はこの地上で最 も正確な書物であ り，

私たちの宗教のかなめ石である。人 はその教えに従 うこ

とにより，ほかのどの書物 にも増 して神に近づ くことが

できる。」(モ ルモ ン経 序文)こ れがモルモン経 を学

ぶ第3の 理由です。つま り，私たちを神に近づけて くれ

るものだからです。私たちには，神 に近づきたい，日々

の行ないの中で神のようにな りたい，絶 えず神の存在を

感じていたい と願 う気持ちが どこか心の奥深 くにあるの

ではないでしょうか。そうだ とするならば，モルモン経

はほかのどの書物 よりもその助 けとなるものです。

モルモン経は確かに真理を教 えていますが，それだけ

ではあ りません。モルモン経は確かにキリス トの証 をし

ていますが，それだけでもありません。それ以上の もの

があるのです。モルモン経には力があって，真剣 に読み

始めるや否やその力は読む者の人生に流れ込み，誘惑に

打ち勝つ力 とな ります。 またそれは欺 きを避ける力 とな

り， まっす ぐで狭 い道に とどまる力 とな ります。聖典は
い の ち ことば
「生命の言」(教 義 と聖約84：85)と 呼ばれていますが

，

モルモン経ほどその言葉 にふ さわしいものはあ りません。

神のみ言葉に飢 え渇 く者 はモルモン経 を通 して豊かに得

られるようになるのです。

皆 さんに個人 として，また教会全体 として， このモル

モン経の重要性 についてぜひとも真剣 に考えていただき

たいと思います。

主が私たちに授けて くださったこの偉大で，かつすば

らしい賜を軽 く取 り扱 うことによって，罰や裁 きを受 け

てのろいの下 に置かれることのないようにしましょう。

(教義 と聖約84二54-58参 照)む しろ，心 にその言葉を蓄

えることによってもらされる約束 を勝ち得ようではあり

ませんか。

老若を問わず世界中の聖徒の方々か ら，モルモン経を

読んで研究するというチャレンジを受け入れて くださっ

た旨の手紙 を数多 くいただきました。

そうした決意によってどれほど生 き方が変わったか，

どれほど神 に近づけたかな どについて知 ることがで き，

大変 うれ しく思います。そのようなすばらしい証 は，モ

ルモン経 は 「私たちの宗教 のかなめ石」であり 「人はそ

の教 えに従 うことにより，ほかの どの書物にも増して神

に近づ くことができる」 という予言者 ジョセフ ・スミス

の言葉に一層の確信を与 えて くれているのです。

モルモン経が私たちの生活のかなめ石になりますよう

お祈 りいたします。□

(1986年10月 の総大会説教 より)

ホーム テ ィー チャーヘ の提 案

1.モ ルモ ン経は， この時代の人々 に与えられた賜で

ある。主の指示の下で，私たちのためにつづられた。

2.主 はモルモン経の真実性 について，何度も繰 り返

し証を述べておられ る。にもかかわ らず， この書物を頻

繁に読んだり，その教 えを実践 した りせず，モルモン経

を軽んじている人々がいる。

3.私 たちは，以下のような理由でモルモン経を生涯

にわたって研究する必要がある。

●モルモン経は，イエス ・キ リス トに対す る証，および

私たちの証の，かなめ石である。

●モルモン経は， この時代に生きる私 たちのために書か

れている。

●モルモン経 は，私たちを神 に近づ けてくれる。

●モルモン経 は，真剣 に読み始めるや否や読む者の人生

に流れ込む力 を持っている。
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イ ン ドネ シアの

聖徒 たち

デビッド ・ミッチェル

日
曜 の朝9時45分 です。イン ドネ

シアの首都 ジャカル タから南東

へ585キ ロ のここソロの町で は， スワ

ルノ兄弟が 自転車で出かけるところで

す。7人 の子供 のうち3人 が彼の 自転

車に乗 り， もう1台 の自転車には長男

のアンディ と残 りの3人 の子供 たちが

乗 ります。 日曜学校へ行 くのです。福

音の教義クラスを教 え終わると，スワ

ル ノ兄弟は神権会 を10分 くらいで抜 け
せいさん

出し，聖餐会に間 に合 うように自転車

で妻を迎えに行 きます。

西へ約600キ ロ離れたバ ンドンでは，

ダパランガ夫妻 と4人 の子供たちが，

小 さなタクシーに乗って教会 に出かけ

ます。ダパランガ兄弟 はバン ドン支部

の支部長を務めてい ます。

ジャカルタではヘル ミン姉妹が幼い

息子 をふた り連れてバ スで教会へ通い

ます。長男は自転車で近道を通 り，先

に教会 に着いています。

人 口1億8，700万 人 の この国で末 日

聖徒 はわずか4，000人 にす ぎませ ん。

ここに紹介 した3家 族 は皆改宗者で，

イン ドネシアでは典型的な末 日聖徒の

家族です。

アジア大陸 とオース トラリアの問に

ち りばめ られ た1万3，000の 島々か ら

成 るここイ ンドネシアでは，教会 は比

較的新 しい存在です。ジャワ本島は世

界有数の人口密集地域であり，3つ の

地方部 と17の 支部を有 しています。

小 さな始 まり

ジャカルタに初めて支部が組織 され

たのは1970年2月 のことで した。その

1カ 月前 に，イスラム教徒が大多数 を

占めるこの国に，シンガポール伝道部

か ら宣教師 が派遣 され て来 ました。

1970年8月 には，教会 は正式に認可 を

受けることができました。その後数年

の間に会員 は増 え，支部 の数 も増 えて

い きました。イン ドネシア語のモルモ

ン経が出版 されて，地元からイン ドネ

シア人の宣教師 も召され るようにな り

ました。それか ら伝道活動 は困難 に直

面 しました。政府 は伝道活動に規制を

3人 の子供を自転車に乗せてソロの教

会に向かう仕度をするスワルノ兄弟。

もう1台 の自転車には長男がほかの3

人を乗せて出かける。
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インドネシアで召された最初の地元出

身の姉妹宣教師のひとり，エンダン ・

プリハティニ姉妹(左から2番 目)は現

在ソロでセミナリーやインスティテユ
ートのクラスを教えている。

ルノ家のふた りの子供たちは早朝セ ミ

ナ リーに出席 してい ます。セ ミナリー

教師のエ ンダン ・プ リハティニ姉妹 は

35歳 。スワルノ家が娘 を亡 くした時に

駆けつ けて くれた宣教師のひとりです。

プリハテ ィニ姉妹 は末 日聖徒の友人 を

介 して教会 を知 りました。彼女はこう

語 ります。「教会 について何 か資料が

あるか と尋ねた ら，救いの計画を解説

したパ ンフレッ トを手渡され ました。

私 はとて も興味をそそられ，友人 に教

会 に入れ るか尋ねました。彼 らはそれ

を聞いてとても喜 んで，教会 にっいて

知 りたいな ら宣教師にお宅へ伺わせ ま

しょうと言って くれ ました。私はまず

父の許 しをもらい，宣教師に福音 を教

えて もらいました。

父 と兄弟 たち もレッスンを受 けまし

た。私 は1974年 の3月 にバプテスマを

受 け，1カ 月後 に父が，そ して さらに

1カ 月後 にはふた りの兄弟がバプテス

マを受 けました。後に母 も， そしてほ

かの弟や妹 たち も8歳 を迎えるのを待

ってバプテスマを受 けました。9人 の

子供のうち，今 まで5人 がイン ドネシ

アでの伝道を終えてい ます。

私 はインドネシア人 としては最初の

姉妹宣教師のひ とりです。18カ 月間福

祉宣教師 として召しを果た しました。

同僚のひとりはメアリー ・エレン ・エ

ドマ ンズ姉妹で した。彼女は現在，ユ

タ州プロボの宣教師訓練セ ンターの訓

練担当副部長 をしてい ます。彼女は毎

朝英語 を教 えて くれ ました。 『これ は

壁 です』 とか 『ペンを落 としなさい』

『拾いなさい』 とか言いなが ら教 えて

くれたのです。」

プ リハ ティニ姉妹 は現在，教会教育

部 の職員 として，4つ の支部にまたが

る3つ のセミナ リーで計45人 の生徒 を

教えています。 そのほか，彼女 は若い

夫婦や帰還宣教師，大学生 を対象にイ

ンスティテユー トのクラスも教 えてお

り，地方部 シングルアダル ト代表で も

あります。

教会の多 くの若い女性 と同様，プ リ

ハティニ姉妹 も独身 とい うチ ャレンジ

に直面 して きました。「今では もうチ

ャレンジと感 じていません」 と彼女は

言 います。「数年前，30歳 くらいの時

でしたが，私 は結婚 できない ことを悲

し く思 っていました。 ある日祈 りの中

で天父 に思い を訴 えました。『主 よ，

私 はなすべきことはすべて行なってい

ます。 なぜ私 は良い神権者 と結婚す る

機会 に恵 まれないのですか。』心の奥

深 く主の声を聞いた と感 じました。主

はこの ように言われたのです。『エ ン

ダン， あなたはた くさんの祝福を受 け

てい る。感謝 しなさい。』主 はその時，

私の受 けた恵みの数々，特に福音 の知

識 という恵みを思い出させて くださっ

1990年5月 以来ジャカルタ地方部の地

方部長として召されているトエゴノ ・

ウィルジョディハルジョ兄弟は，1973

年に婁と4人 の子供，お いと共にバプ

テスマを受けた・彼は地方部の会員に

教会の教えに忠実であるように繰り返

し勧めている。「家庭でも，教会でも，

そして社会でも，幸福はイエス ・キリ

ストヘの信仰と忠実さによってのみ得

られるものです。私たちは忠実で福音

の生きた模範になることで，世の光に

なれるように努めなければな りませ

ん。」
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たのです。

その経験 に加 えて，祝福師の祝福 に

慰め られました。祝福文 によれば私 は

神殿 で結婚す る男性 に出会 うと約束 さ

れています。いつ も主 に近 くいれば き

っ とその機会に恵 まれると信 じていま

す。ですか ら，私 はもう独身であるこ

とを心配 していないのです。

教会 の標準 に従 って生 きれば主 はい

つ も見守 って くださる と知 って い ま

す。」

困難を喜ぶ

3人 の息子 をひ とりで育てて きたジ

ャカルタ ・セラタン支部のヘル ミン姉

妹 は，教会の標準 を守ることを毎日の

目標 にしています。プロテスタン ト教

会の不活発会員 だった彼女 は，末 日聖
しんせき

徒の親戚か ら福音のメッセージを聞い

てみる気があるか尋ね られました。

「彼女が尋ねて くれた時
，10年 前 の

私が20歳 だった当時のことを思 い出し

ました。私 は母 にイエス ・キリス トの

福音をどこで勉強で きるか聞いたこと

がありました。その時母は私に，辛抱

強 く待てばひとりかふた りの人が家に

来て福音 を教 えて くれる日が必ず来る，

と言ったのです。

宣教師 と初めて会ってか ら3カ 月後

の1985年12月 ，私 はバ プテスマを受け

て会員 にな りました。結婚 していた私

にはミン ドとい う息子がひ とりいまし

た。夫 と息子 も後 にバ プテスマを受 け

ました。」

しばら くして次男のナンドが生 まれ，

8歳 でバプテスマを受けました。次 に

生 まれた娘は1歳 で亡 くなりました。

ヘル ミン姉妹の夫 はアル コールにお

ぼれて家計を支 えることがで きな くな

り，教会か ら離れてい きました。ヘル

ミン姉妹 は道端でスイカを売って生計

を立てるようになり，今 もそれを続 け

ています。夫は1989年 ， ちょうど姉妹

が三男のマーチンを妊娠 している時に

亡 くなりました。

ヘル ミン姉妹 と3人 の息子が住む小

屋 は，繁華街の外れにあ り，今 にも崩

れ落 ちそ うな2軒 の店 にはさまれてい

ます。近 くにある自分の家 は人 に貸 し

て，生活費 の足 しにしているのです。

小屋 をできるだけ住み心地 よくし，
けんそう

外の喧喋か ら家族 を守 るのは容易では

あ りません。一度小屋 の一部が壊れた

ことがありましたが，支部長 の助 けで

修理がで きました。

「支部 の会員 たちは
，私が助 けを必

要 としている ときはいつも手 を差 し伸

べて くれます。で も一番大 きな助 けは

教会 に活発に集 うことで得ています。

レッス ンはすばらしい し，息子たちが

霊的な教育 を受 けられ ることに心か ら
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感謝 しています。息子たちはつ らい経

験 もして きましたが，教会 のおかげで

素直でいて くれます。我が家では家庭

の夕べ は週一度だけではあ りません。

ほとんど毎晩のように一緒に聖典 を読

み，歌 を歌 います。

悲 しいときや悩 みがあるとき，聖典

を読み賛美歌 を歌 えば重荷は軽 くされ，

心が晴れ ることを経験か ら知 っていま

す。」

「神 は私を愛 して くださいます」

バ ンドンに住むヨハネス ・ダパラン

ガ支部長夫妻 とその家族 も，福音 と福

音 のもたらす幸福 を味わっています。

ダパランガ兄弟は父親がプロテスタ

ン トの牧師で，祖父は故郷スンバ島で

最初の現地人牧師 という，キ リス ト教

の家庭 に生 まれました。 しか し彼 は，

家族 の宗教的な教 えと 「自分の内なる

感情や良心」には，相いれない ものが

あ る と感 じてい ました。「結局，私 は

反抗的な子供 と見なされ るようになり

ました。いつ も教 えに逆 らっていたか

らです。キ リス ト教 とイスラム教 の両

方の大学で学びましたが，宗教に関 し

てはいずれ にも満足 で きませ んで し

た。」

何年かが過 ぎ， ダパランガ兄弟は結

婚 してバ ンドンに住んでいました。 あ



る日彼は町でふた りの末 日聖徒の宣教

師を見かけました。

「彼 らの外観
，特 に名札 をつけてク

リスチャンであると公言 していること

に好感 を持ちました。私 の知 っている

クリスチャンはほ とん ど，信仰 を公 に

するのに消極的だったからです。」

宣教師たちにい くつか質問してから

彼 らを家 に招 きました。 それか ら2，

3週 間，宣教師たちはダパランガ夫妻

と家庭集会を持ちました。

「彼 らの教 えの中には
，私 たちには

初 めてのもの もあ りました。たとえば，

救 い主がアメ リカ大陸に現われた こと

は初めて聞 きましたし，救いの計画 も

そうで した。彼 らが誤った教義 を教 え

ていると考えて，宣教師 たちを避 けた

時期 もあ りました。 しかし，彼 らはあ

きらめ ませんで した。私が帰るのを数

時間 も待 っていた こともあ ります。

結局私 は，宣教師 の話 を全部聞いて

か ら，真実か どうか判断しようと決心

しました。モルモン経を もらい，1週

問ほ とんどの時間をモルモ ン経 を読 む

のに費やし， 内容 についてあれこれ考

えなが ら過 ごしました。

読み始 めると，真実でない と語 りか

ける力を感 じました。その力に逆 らっ

て，モルモ ン経 を読み終 えることがで

きるようにと祈 りました。

かなりの期間私はたびたび祈 って，

モルモ ン経が真実か，そして宣教師たち
しもべ

は主の僕なのか どうか尋ね求め ました。

す るとある夜眠 っていると，主が も

はやためらってはならない と言われ る

のを心 に感 じま、した。主 はモルモン経

が真実であ り，宣教師はまことに主の

僕であると言われました。それ まで私

と家族 はふさわ しくないと感 じて教会

には出席 していなかったのですが，今

や主 は私 に，妻 と家族 を教会 に連れて

行 くように命 じられ ました。

私に とって本当に霊的な瞬問でした。

主 の私への愛 を感 じたあの時 を思い出

す と，今で も泣 きた くな ります。何の

取 り柄 もな く，将来 を嘱望されている

わけで もない私のような人間を，主 は

心にかけていて くださると感 じたので

す。今 では，主 は私 と家族をいっ も祝

福 して くださった と断言で きます。主

はいつ も私たちを見守 っておられます。

すべての人を見守 っておられるのです。

私 は妻 を起 こしてその出来事を話 し

ました。妻 も私 と同様，祈 りが こたえ

られた と感 じました。」

その時か らダパランガ家族 は福音の

教義 をよ く学 び，集会にも出席 し始め

ました。 しかし，1984年 のバ プテスマ

まで6カ 月待 たなければなりませんで

した。「結婚証明書 をな くして しまい，

宣教師が1973年 に私たちが結婚 したこ

とを証明で きない まま，バプテスマを

護
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謹蟻
スバンドリヨ兄弟はソロで生まれ育ち，

学業修了後ジャカルタに移り住んだ。

1977年，19歳でバプテスマを受けた。

インドネシアでの伝道の後，ある会社

に就職し，後に伝道を終えて帰って来

たステフィという若い姉妹に，同じ会

社の仕事を紹介することになった。ふ

たりは1985年7月 に結婚。スバンドリ

ヨ兄弟は現在，ジャカルタで教会の施

設管理部部長およびオフィスコーディ

ネーターとして働いている。兄弟はジ

ャカルタ地方部の副地方部長として，

姉妹は支部の初等協会会長として召さ

れている。左からエズラを抱くステフ

ィ姉妹，ジェレディタ，マホンライ，

スバンドリヨ兄弟。
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妻と子供たちに囲まれたヨ八ネス ・ダ

パランガ支部長。クリスチャンの家庭

に生まれたダパランガ兄弟は末日聖徒

の宣教師たちに会うまで，既成の宗教

に満足できなかったと言う。

1970年，ハンスキン ・イシャール兄弟

はバンドンでの最初の改宗者としてバ

プテスマを受けた。専任宣教師が支部

長会を兼任していた当時のことである。

教会の教えが 「くだらない』という家

族や友人の冒葉に，イシャール兄弟は

かえってバプテスマを受けたいという

内からの強い衝動を感じた。バプテス

マ後，数カ月のうちに支部書記，Ml

A会 長，日曜学校教師に次々と召され，

同時に3つ の責任を果たしていたこと

もあった。イシャール兄弟の仕事は建

築設計士，翻訳者，イラストレーター，

著述家と，多岐にわたる。

施す ことはできない と言 ったためです。

ようや く役所で写 しをもらってバプテ

スマを受 けることがで きました。」

スンバ島のダパ ランガ支部長 の家族

は，キリス ト教 の他教派 とかかわ りが

あることを喜 んでいます。「父 は私の

家 に来て，いろいろ質問 しました。最

後 に彼 は教会 は正 しい と思 うが， 自分

の教会 と会衆か ら離れるにしのびない

と言いました。モルモ ン経 を持 って帰

り， 自分の教会の青少年 を教えるとき

にそれを使ってい ます。父の紹介で男

の子が何人か私 たちの家に滞在 した こ

とがあります。父 はその子 たちに福音

を教えてほしかったのです。そのうち

数人はバプテスマを受 けました。」

福音 を受け入れて以来，ダパランガ

家族はバ ンドン支部で活発に集ってき

ました。バプテスマ後1年 もたたない

うちに， ダパランガ兄弟 は第二副支部

長に召され，1987年 に は支部長 に召さ

れ ました。テ ィニ ・ダパランガ姉妹 は

扶助協会 に活発 に集い，ある時は会長

として，またある時は副会長 として責

任 を果た しました。

ダパ ランガ夫妻 は様々な責任を通 し

て，試練に遭遇する支部の会員たちを

助 ける機会をたびたび与 えられ ました。

「しか し
，祈 りと主 のみ業 に励 みたい

という望みによって乗 り越 えられない

試練 はないのです。」 この点 でふ た り

の意見 は一致 しています。

ダパランガ支部長 の霊的な助言 と聖

典 の知識 という祝福 を受けているのは，

支部 の会員たちだけではあ りません。

彼は，薬 を商 う彼の屋台店へ来る客に，

この薬 は確かに役 に立つが，主 と主の

道 こそ何に も勝 る 「薬」なのだ， と言

って聞かせています。

彼は薬のほかに蛇 も売 ってい ます。

生 きた蛇です。「ジャワ島中部 の蛇捕

獲業者や農民か ら蛇 を仕入れてい ます。

コブラの生息地 として有名な地域です。

イン ドネシア人 は蛇の肉を好んで食べ，
なんこう

皮 も使います。蛇 の油 は鎮痛用の軟膏

として喜ばれ ます。」

蛇 を扱いはするものの，家族 はだれ

も毒を持つきばには決 して触れ ません。

同様 に「私たち家族 は福音 を実践 し，霊

的な力 を強めることによって，世 の罪

に近づかないよう努力 しているのです」

とダパランガ支部長 は話 しています。

「私 たちは全霊 を傾 けて主 を信 じな

ければな りません。 自分自身の理解力

に頼 ることは避 けるべ きです。主 と主

の教 えのすべてを受 け入れるな ら，主

は進むべ き道に私たちを導いて くださ

います。 この教会が啓示 によって導か

れていることを個人的経験から知 って

います。 また，私 たち自身の生活にも

啓示の助 けをいただ くことがで きる と

証 します。」□
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お母 さん と星

イ レイ ン ・ライザー ・オル ダー

ア
イダホ州ポカテロ市に住むジェレド・アンダーソンは，1988年 までごく普通の生活 を送っ

ていました。アメリカの10歳 の少年がよくするように新聞配達や家の周 りの雑用をし，友

達 と一緒にバスケットボールや野球 をした り，自転車 に乗った りするのが好 きでした。 しか しそ

の年，ジェレドの生活 に大 きな変化が訪れました。突然， 自分の母親 の世話をしなければならな

くなったのです。
のういつけつ

ジェレ ドは，13歳 になった今でも，1988年4月 のある日曜日に，母親が脳溢血で倒れた という

知らせを受けた時の衝激を覚えています。病院から連絡があったその日，ジェレドは祖母 の家に

行 っていました。 その週に，何度 も検査や手術が行 なわれて，ジェレドの母親マーシャ ・アンダ
しゆよう

一ソンには脳に2種 類の腫瘍のあることがわか りました。医師たちの診断では3カ 月の命 という

ことでした。

「とて も怖かったです。」当時 を思い出してジェレドはこう語 ります。「お母 さんが死 にそうだ

と聞いて とっても恐ろしかったです。お母 さんはぼくの一番の親友だし，ぼ くが必要 とするとき

はいつもそばにいて くれたんです。」

母親が自分 を必要 としている今，今度 は自分がいつもそばにいてあげようとジェレドは努力 し

ています。彼 は二一ル ・アンダーソンと妻マーシャの末っ子で，ほとん どの時間は家で母親の世

話をしています。長女の トリーナは結婚 しています し，長男のシェーンはバージニア州ロアノー

クで伝道中です。次女のキムは高校3年 生です。

アンダーソン姉妹 は手術後，すべての ことを学び直 さなければなりませんでした。歩 くこと，

話すこと，読む こと，書 くこと，そして服 を着ることも。運動療法 も頻繁に受けていますが，母

親 を助けるためにジェレドもそれを覚えました。今で も発作の起 こることがあるので，ジェレ ド

は看護婦から，母親が倒れた ときけがをしないように抱 き止 める方法 も教 えて もらいました。

「ジェレドには第六感のようなものが働 くんです。」母親のマーシャ姉妹はこう言います。「そ

していつも私が必要 とす る、ときにそばに来て くれ るんです。」で もジェレ ドは，母親 を愛 してい

る男の子ならだれで もすることだと言っています。

ジェレドと家族 は，医師の診断よりも長 く生 き永 らえている母親を励 まし続 けています。ジェ

レドは母親がベ ッドか ら起 き，車いすに乗 り，そして歩 けるように助けました。その間中，彼 は

いつ も天父に助 けを求めて祈 りました。「お母 さんが発作 を起 こしているときで も，ぼ くは手 を
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止めて祈 ります。でもみこころが行なわれるように祈る

ことも忘れないようにしてい ます。」ジェレ ドはさらに

こう付 け加 えて くれ ました。「忍耐 についてた くさん学

びました。」

ジェレドの母親 は肉体的にはとて もた く

さんの助 けを必要 としていますが，息子に

とっては今で も精神的に大 きな支えです。

ジェレ ドはこう言い ます。「お母 さんは，

お母 さんが苦 しんでいるのを見てぼ くが ど

んなにつ らい思いをし，腹立たし く思って

いるかをよく聞いて くれ ます。話 しなが ら，

ふた りで泣いてしまうときもあります。」

アンダーソン姉妹がスカウト隊の指導者

をしていたころ，ジェレ ドのグループはア

イダホ州立大学のプラネタ リウムに行った

ことがあ りました。みんな星座を見るのが

大好 きにな り，ジェレ ドは今でもた くさんの星座 を見分

けることがで きます。去年の夏 は，ジェレドは母親 と家

の芝生 によく毛布 を敷いて，星 を眺めました。
「息子 との会話で一番すばらしい思い出のい くつかは，

そこで生まれました」 とアンダー ソン姉妹は語 ります。

「宇宙 についてだけではあ りません。星 の下で横 になっ

て前世や来世 について も話 しました。いろんな問題やこ

れからの人生 に立ち向か うためにどうしたら一番いいか

について，話 し合ったのです。」

ジェレ ドと母親 にとってもうひとつの楽 しい思い出は，

1990年 の4月 と10月，ソル トレークシティーで行なわれ

た総大会 に家族で出席 した時のことです。タバナクルの

教会の特別席にアンダーソン姉妹 と一緒 に座れ るのはひ

とりだけだったので，ジェレドが付 き添 うことにな りま

した。アンダーソン姉妹 は手す りのわきで車いすに座 り，

ジェレドは最前列の席 を割 り当て られました。彼 は母親

の世話 をすべて引 き受 け，寒 くないように足や肩をショ

ールで くるんだ り，足がけいれんした ときには静かにさ

すった りしました。

10月 の大会 の最後の部会の途 中で，アンダーソン姉妹

の発作が始 まりました。ジェレドは母親の苦 しむのを見

て，す ぐに薬 を飲 ませ，事なきを得 ました。その様子を

見ていたタバナクルのアッシャーのひ とりは，ジェレド
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にこう話 したそ うです。「私 は今 までた くさんフッ トボ

ールの試合に出ましたが， きょうお母 さんにやさしく接

していた君ほど立派な人に会 ったことはあ りません。」

ジェレドは母親を助 けるために，自分の計画をあきら

めることもときどきあ りますが，時間を見つけて友達 と

過 ごす こともあります。父親か兄，姉たちがアンダー ソ

ン姉妹のそばにいて くれ るときには，ジェレドは友達の

トム ・イラム と自転車に乗 った り，サ ッカーや野球を楽

しんだりします。 ジェレドはまた放課後，友達のサラ ・

ハーディが競技会のために練習するのを応援 した りもし

ます。

これ までの3年 間， ジェレ ドと家族皆 は一 日一 日を大

切 に過 ごして きました。 ジェレドはこう語 ります。「こ

れまでは家族がいるのは当然だ と思って きました。で も

今は，健康な人が どんなにあっけな く病気になってしま

うかわか りました。天のお父様 はぼ くたちの祈 りにこた

えて くださいました。お母 さんが天の家に召されて も，

霊の状態でいつ もぼ くと一緒にいて くれることも知 って

います。」□
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家庭訪問メッセージ

ホー ム メー キング を通 して互 い に教 え導 く

フ
ィリピン，パサイ市 のコンソラ

シオン ・ペロベ リロ姉妹はこの

ように述べています。「私 は結婚当初，

料理 の仕方 さえ知 りませんで した。妊

娠中 も迷信 にとらわれていたので医者

のところへ行って診察 を受 けることも

ありませんで した。そして最初 の赤ち

ゃんを亡 くしてしまいました。」

彼女 は涙 を流 しなが らこう続 けまし

た。「あの時私が教会員 だったな ら，

赤 ちゃんを死 なせず に済 んだで し ょ

う。」

バ プテスマを受 けた後，ペロベ リロ

姉妹 は扶助協会で，水の浄化，衛生，

栄養，応急手当，免疫な どについて学

び ました。彼女 はこう語っています。

「子供たち と自分 自身
，そ して家族 の

健康 にどのように気 を配ればよいかを

学び ました。」 その後 に生 まれた7人

の子供たちは皆元気 に育っています。

彼女は現在 ワー ド部 のホームメーキ ン

グ担 当役員 として奉仕 し， これまで自

分が学んだことを教 えています。(『フ

ィ リピンの聖徒 たち 信仰 の民』

「聖 徒 の 道」1991年9月 号
，pp.11-

12参 照)

扶 助協会 におけるホームメーキング

の目標 は， 日常生活 の中で直面する困

難な問題 を解決 し，家庭の中で福音 を

実践で きるように姉妹たちを助 けるこ

とです。 このような目標 を掲げたホー

ムメーキングのプログラムか ら，多 く

の姉妹たちがその恩恵 にあずかってい

ます。ペロベ リロ姉妹 もそのひ とりな

のです。

ホームメーキングでの活動は，あな

たの生活にどのような祝福 をもたらし

ているで しょうか。

個人と家族を強める

183!年 に主はこのように勧告され ま
なんじ あい

した。「汝 ら相集る時 は，……互 いに

lLLUSTRATEDBYLORIANDERSON

教 え導 くべ し。」(教 義 と聖約43=8)

「導 く」 という言葉 には
，教 え，改善

し，啓発す るとい う意味があ ります。

天父 と交わ した誓約 を通 して扶助協会

の姉妹たちは心 をひ とつにし，人格 を

築 き，信頼 を深め，技能 を磨 き，信仰

を強 め， より良い家庭 と家族を築 くの

です。

世界中の姉妹たちが， ホームメーキ

ングでの活動 によって物心両面 にわた

って祝福 を得 られた と語 っています。

ある独身 ワー ド部では，ホームメー

キングの時問を 「心 を豊かにす るひ と

とき」 と考 えてい ます。共に学び，い

ろいろなことを一緒 に行 なう機会だか

らです。

ニュージーランドのオー クランドで

は，学習能力に障害 を持 った子供たち

を助 けた り，夫 と死別， あるいは離婚

した人，虐待 を受けた人，末期的病状

にある人 などを励 ました りしてい ます。

中央扶助協会会長 のイレイン ・L・

ジャック姉妹 は，最近アフ リカヘ旅行

しました。そ して，指導者たちがホー

ムメーキングの集会 を利用 して，会員

に家庭で倹約する方法 を教 えているの

を目にしました。

ホームメー キングを通 して個人や家

族は どのように強め られるで しょうか。

福音の原則を実践する

ホームメーキングの集会で姉妹たち

は，、人々に奉仕す ることを学びます。

アルゼンチンのあるグループは， ワー

ド部のひ とりの姉妹が伝道 に出られる

ように洋服 を縫 いました。

南アフリカの首都， プレトリアに住

むベロニカ ・ダレンダー姉妹は，ホー

ムメーキングでひざ掛 けの編み方 を学

び，年老いた人 たちにプレゼ ントしま

した。 ダレンダー姉妹 はこう述べてい

ます。「ある目の不 自由な姉妹か ら，

自分のひざ掛 けにどんな色 の毛糸が使

われてい るか教 えてほしい と頼 まれま

した。私に自分の指を取 らせ，何度 も

何度 もひざ掛 けをなでさせたのでする

その 日私は， 自分が受 けているた くさ

んの恵 みを数 え上 げなが ら家路 に就 き

ました。」

オ レゴン州グランツパスで は，扶助

協会の姉妹 たちが恵 まれない人 たちの

ために87枚 のキル トを作 りました。ス

テーキ部扶助協会会長 のルイーズ ・チ

ャンプニズ姉妹はこのように説明 して

います。「姉妹 たちの間 にい くつか興

味深い ことが起 こりました。 目に見え

る目標 を持って行 なっていた活動の真

の目的に気づ くことがで きたの もその

ひ とつです。」

共に学び，行動 し，奉仕の業に携わ

ることによって，福音 の原則 を実践 し

ましょう。そうすれば祝福 を伴 うホー

ムメーキングの集会に秘め られた大 き

な可能性 に気づ くで しょう。

姉妹 同士のきずなを強め，奉仕の精

神 をは ぐくむために私たちは何がで き

るでしょうか。□
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多様な文化的背景を持つ人々を隔ててしまう要素がいく

つかあります。それらを克服するに足る強力な一致はは
しか

た して存在するの でしょうか。その答えはまさに 「然

り」です。

PHOTOGRAPHBYCRAIGDIMOND

蝕購 鍔

博物館では，世界各地に住む教会員の芸術家による初 め

ての国際コンクールが催されました。福音 に関連 した題

材を扱った作品なら， どんな ものでも対象 とされ ました。

そして コンクール は予想以上 の成 功 を収 め ました。

(1991年 には2回 目のコンクールが開かれ ました)教 会の

国際機関誌 には，世界各国か ら出展された作品の写真が

数多 く掲載され，それ以外の作品も含めて教会員たちの

目を大いに楽 しませました。数カ月に及ぶコンクールの

期間中，各地から寄せ られた作品は博物館の壁に掛 けら

れ ましたが，そのうちのい くつかは，時 を超え，計 り知

れない価値 あるメッセージを伝 えるべ く，今で も博物館

に並べられています。

これらの作品は，実に様々な姿 をしています。象徴的

なテーマを表現 したヨーロッパの巧みな作品の横 には，

色彩豊かで想像力あふれるラテンアメリカの絵画や，様

様な福音 のテーマを描いた太平洋諸島の会員たちの作品，

また北アメリカ各地から寄せ られた多様な芸術品が並べ

られました。簡潔で直接的，写実的な表現があるか と思

えば，隣には抽象的，印象的，深遠で象徴的な表現で福

音のテーマを扱 った作品があるといった具合です。作品

を目にする機会 に恵 まれた人々は，喜び と感動 をもたら

すこの統一された様々な芸術 と才能の発露に心 を満たさ

れたことで しょう。救い主の存在 と力が博物館の至る所

で感 じられ，訪れた人々を包んだのです。

この多種多様な作品に統一感 を与えていたものは何だ

ったので しょうか。単なる素人作品の寄せ集めに終わら

なかったのは，なぜでしょうか。それは， これらの作品

が回復 されたイエス ・キ リス トの福音 によって結ばれ，

ひとつ となっていたからです。作品に表われた文化的相

PHOTOGRAPHBYPEGGYJELLINGHAUSEN

違 は，人に訴 える力 とな り，コンクールをより良い もの

としたのでした。何度 も繰 り返 し足を運ぶ人々 もいて，

博物館を訪れる人の数はどんどん増えていきました。ひ

とつの文化や特定の地域の作品だけに重点を置いていた

なら， これほどの感動を与えることはなかったで しょう。

ひとつに結ばれた教会を築 く

今日の末日聖徒 の中によく見受 けられる多様性 と統一

性 は， この国際美術 コンクールによく表われています。

昔の聖徒たちも，異文化の問題に直面 しました。多様な

文化の中にあって一致 を図るのは，彼 らにとって も決 し

て容易なことではなく，常にうまぐいったわけではあ り

ませんでした。当時は現在のような迅速 な通信網や国際

企業，海外旅行の普及，あらゆる分野 にわたる書籍や雑

誌 などの情報源 はありませんでした。それでも彼 らは，

いろいろな国の改宗者たちを結びつけ，ひとつの教会 を

築 く道 を見いだしました。

皆が感 じているか どうかは別 として，今 日では異文化

の多様性 は教会 と切 り離せないものになってお り， 日々

その色彩 を強めています。国際コンクールで成功を収 め

たように，多様 な文化的背景を持つ教会員をひ とつに結

ぶ ことがで きれば，色彩豊かで美 しく，霊的にしっか り

と結ばれた教会 に成長することで しょう。そのためには，

思慮深い指導者が一致のためのアイデアを会員 と分かち

合 う必要があ ります。異文化の会員たちを喜んで歓迎 し，

意義ある奉仕の業に共 に携わる兄弟姉妹のいるワー ド部

やステーキ部では，一致への歩みも早 まるでしょう。詩

人のラルフ ・ウォル ド・エマ ソンが言ったように，「だ
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れにで も自分を必要 としている人がいる。だれもひとり

で美 しさや楽 しさを生み出せない」のです。

良 き時代である1950年 代 のロサンゼルスステーキ部 に

話 を戻 してみましょう。当時ステーキ部 には，いわゆる

少数派 と呼べるのはわずかにひとつのユニ ットだけでし

た。ジョー ・ブランデンバーグ支部長が管理 していた，

愛する南 カリフォルニアろうあ者支部の ことです。私が

引っ越 して来た時，その小さな支部はステーキ部の人々

にとって大 きな喜びでした。ステーキ部大会で，扶助協

会の母親 たちのコーラスが美 しくリズ ミカルに手話で賛

美歌を歌 うのを聞 くど，私たちは感動 して心が震えた も

のです。ステーキ部には困難な問題 も多 くあ りましたが，

本当の異文化の多様性 を迎 えるのは，まだこれか らだっ

たのです。

このステーキ部をはじめとして南カ リフォルニア地区

を変 える出来事が それか ら次々 と起 こりました。ジ ョ

ン ・K・ エ ドマンズ伝道部長 はろうあ者のためにふた り』

の宣教師を送 りました。 このウェイン ・ベネッ ト長老 と

ジャック ・ローズ長老の働 きは，支部の人数を増やすの

に大 きく貢献 しました。南カ リフォルニアろうあ者支部

はワー ド部 とな り，ブランデンバーグ支部長が監督 とな

り，やがてワー ド部 はい くつにも分割されて， ろうあ者

支部がほかのステーキ部にも広がっていったのです。

劇的な変化

そのころ，1950年 代前半の韓国では，後になってロサ

ンゼルスステーキ部 を変 えるような出来事が起 こってい

ました。古い歴史 を持つこの国に戦争の波が押 し寄せ，

それまで西洋文化の影響や伝道活動から閉ざされていた

この地に，末 日聖徒の軍人 たちが流れ込 みました。軍務

を果たしなが らも宗教 を実践 していた彼 らによって福音

の種が まかれたのです。
キム ホ ジク

ちょうどその同じ時期 に，金浩植はニューヨーク州イ

サカにあるコーネル大学で博士課程に在籍 してい ました。

戦争によって無理や り家族 と離れ離れにされた彼は，毎

晩のように家族 を案 じては涙で枕をぬらしていました。

そのような状況の中，彼は末 日聖徒の友人たちの行ない

と，その信奉する教義 とに感銘を受 けました。そして教

会に入 り，韓国出身の最初の長老になったのです。戦争

が終わって韓国に帰 ると，金兄弟は文部次官になり，一

方教会では韓国の聖徒たちの指導者にな りました。(『韓

国の開拓者』「聖徒の道」1989年1月 号，pp.8-15参 照)

間 もな く軍人 に代わって宣教師が指導者 とな り，韓国

語で福音が教 えられるようにな りました。当時軍隊にい

た私は，ソウルに赴任 した最初の宣教師，パウエル長老

とディー トン長老に会 うことがで きました。支部や地方

部，伝道部 は，ワー ド部，ステーキ部，そして神殿へと

成長 していきました。教会員 も含めて，何十万人 という

韓国人がアメ リカやほかの国々に移住 して行 きました。

移住先で も，多 くの人が教会 に加わ りました。 こうして

国内で も海外で も，韓国人は世界に広がる教会の一員 と

して，その織 り成すタペス トリーにさらに色 を添えるよ

うになったのです。ロサンゼルスステーキ部 にも多 くの

人が移って来 て，韓国人支部が組織 され ました。東洋が

西洋 と交わ り始め，やがて西洋の中に溶け込んでいった

のです。

戦争が もた らしたこの劇的な変化 は，ほかの国々で も

起 こり，ベ トナム人やフモン族，カンボジア人などが世

界各地に散 らばりました。苦難の風 に追われて人々は東

から西へ と流れ， その結果福音への道が彼 らの前 に大き

く開かれるようになったのです。 ラテンアメリカやフィ

リピンでも，同じように福音の門戸が大 きく開かれまし

た。そして家族のために経済的 に良い環境 を求めて，多

くの人々がアメリカ合衆国に移 り住むようにな りました。

アメリカで も自分の国でも，彼 らは聖徒 として教会員の

輪に加わったのです。 ロサンゼルスステーキ部(こ こで

は例 として取 り上げます)で は，急 に多 くの文化が あち

こちに目につくようにな りました。オークランドステー

キ部やサンディエゴステーキ部 も，同様 の変化 を遂げま

した。指導者たちは，会員たちがお互いを愛 し，受け入

れ，仕 え合ってひ とつ となるように最善を尽 くしました。

外国語のユニットも組織されるようにな りました。

「もはや異国人でもなく」

こうした変化を受 け入れ られなかった一部の会員は不

平 をこぼし，そのうちの多 くはほかの地に移 って行 きま

した。昔を懐かしむ人々 もいました。1978年 にはそれま

で以上に黒人 の数が増 え，教会員はさらに多様性を増 し

ました。指導者たちは，ステーキ部大会やワー ド部大会

などの機会 を利用 して，愛すること，すべての人々を受
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け入れること，そして一致することな どの教義を教 えま

した。こうして聖徒たちの間に，ひとつになろうという

意気込みが感 じられるようにな りました。当時，ロサン

ゼルスステーキ部ウィルシャーワー ド部の扶助協会会長

を務 めていたピンクス トン姉妹はこのように述べていま

す。「胸躍る，栄光 に満ちた時代がやって来 ました。ヨ

ーロッパ系の人々ばか りだった時代 は終わったのです。」

カリフォルニア州のロサンゼルスやオークランド，イ

リノイ州シカゴ，イギ リスのロンドンなどの主要都市が，

国際的な教会の中心地 として変わってい くのを，多 くの

人々が目にし，将来 はどうなるのか と思いをはせ るよう

になりました。間もなく各地域の主要都市圏にある多 く

のステーキ部で，同じような変化がはっきりと見 られる

ようになったのです。現在で はワシン トンD.C.や ，ブ

ラジルのサンパウロ，オース トラリアのシドニー，ロン.

ドンにあるハイ ドパークな ど，教会員はどこへ旅 しても

こうした多様性 を目にすることがで きます。それは人の

心を打つ と同時に，心を豊かにして くれます。むずか し

い問題 も数限 りな く起 こりますが，事の大切さを理解 し

ている指導者の下で， うまく克服 されています。

一・致の力

多様な文化的背景を持つ人々 を隔ててしまう要素がい

くつかあ ります。それらを克服するに足 る強力な一致 は
しか

はたして存在するのでしょうか。その答 えはまさに 「然

り」です。

そのためには霊感に満ちた熱心な指導者が必要 とされ

ます。指導者がビジョンを持っていれば，人々はそれに

こたえて くれます。 また私たちには福音 の教義が与えら

れています。イエス ・キ リス トが教会の隅のかしら石で

あ り，そこに加わ る人々は，「もはや異国人 でも宿 り人

でもな く，聖徒たちと同 じ国籍 の者であ り，神 の家族」

なのです。(エペソ2：19)神 の予言者が，唯一 の権威あ

る者 として，教義や実際的な問題について指示を与 えて

くれます。人 に与えられた神権 の権能によって，バプテ

スマが施 され，聖霊が授けられ，多様性を損なうことな

く，教会員の一致 という祝福が享受 されています。権威

ある聖典には，私たちを導 く神のみ言葉が記 されていま
せいさん

す。根本的な福音の儀式や，毎週の聖餐会，神殿の祝福

が備えられ，あらゆる必要 を満たして くれる神権会や扶

助協会が組織 されてい ます。福音 は家庭 にあってその中

心 となっています。伝道活動を通 じて福音 を世 に広める

業，世 を去った先祖のための神殿での奉仕， これ らの業

にすべての会員が携わっています。 こうして，聖徒にと

って重要で意義深い事柄が行 なわれてい くのです。与 え

られる賜を最大限に生かせ るよう，ふ さわ しく生活する

人 は皆，堅固な土台である聖霊の力によって，ひ とつに

結 ばれるのです。

一致を妨げるもの

こうしたわか りやす く，一致 を生み出す教義や儀式，

活動 とは反対に，多様な文化の美しい一致を作 り出すう

えでの障害がい くつかあ ります。人種や文化の違いによ

る差別， 自分は別の種類の人間であるといった態度がそ

うです。福音は，理想的な一致 を生むためには驚 くほど

効果的です。 しかし人間は不完全です。言語の違いに対

する不安，肌の色 の違 う人を受 け入れることに対す る恐

れ，独身者を疎外するといったことなどはすべて一致 を

阻む障害になっています。大抵の場合，虐待，孤立，差

別 といった ことは，人 にレッテルを張 ることによってさ

らに拍車がかか ります。ほかの教会員 に，た とえばイン

テ リであるとか，活発でないとか， フェミニス ト，南 ア

フリカ人，アルメニア人，ユタ州出身 のモルモン，メキ

シコ人などといったレッテルを張ることは，その人 を虐

待 した り無視 した りする言い訳 になっているようです。
まち

エノクの市のような社会を作 ろうとするなら， こうした

問題について考 え直す必要があ ります。

私たちは神 とひ とつになるとき，互いに一致す ること

ができるのです。 また互いに一致す るときに，神 とひ と

っになることがで きるのです。

自然 に生 じるはずの一致 とい うものは，多 くの場合，
い ましめ

「規則 に規則 を加 え，誠命 にいましめを加え」(教義 と聖約

98：!2)ら れて，苦 しい努力の後 に少 しずつ生 まれ ます。

ペテロが次のように述べたのは， はっきりとした具体

的な啓示(使 徒10：9-16参 照)が 示 されたか らでした。
「神は人をかたよりみないかたで，神 を敬い義 を行 う

者はどの国民で も受 けいれて下さることが，ほんとうに

よくわかってきました。」(使 徒10：34-35)

パウロのように，すべての人を同じように受け入れる

という考え方を，たやす く自然に身につける人 もいるで
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福音は家庭にあってその中心となっています。伝道活動

を通じて福音を世に広める業，世を去った先祖のための

神殿での奉仕，これらの業にすべての会員が携わってい

ます。こうして，聖徒にとって重要で意義深い事柄が行

なわれていくのです。与えられる賜を最大限に生かせる

よう，ふさわしく生活する人は皆，堅固な土台である聖

霊の力によって，ひとつに結ばれるのです。
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しょう。 ロサンゼルスステーキ部のように，私たちも全

体的には，多 くの文化の中にあって一致を図るという義

務 を無難 にこなしてはいます。 しか し，兄弟姉妹の持つ

様々な文化 の違いを祝福 として味わ うためには，まだで

きることがた くさんあるのです。 そのために取 り組み方

を大きく変 える必要があったとして も，私たちはほかの

人々 との違いを本当に理解するようにならなければな り

ません。今後，教会 には今以上にもっと広 く多様 な文化

が混在す るようになるで しょう。そのときに教会 に加わ

る人々には，パウロのような指導者や友達が与 えられる

べ きなのです。

お互いを結ぶ きずな

基本 に立ち返 るために，教会の組織や事務手続 き，礼

拝行事の簡素化 も図られているようです。賢 く秩序正 し

い変革が，教会全体でなされています。新 しい予算交付

制度 も，そうした簡素化のひ とつの例です。

多様な ものをひとっにまとめるためには，相当の努力

が必要 とされ ることを，私 は経験によって学びました。

積極的で力強い指導を受けなが ら働 く必要があります。

自然の成 り行 きに任せていたのでは，一致 はあり得 ませ

ん。孤立や差別が，教会のあらゆる場所ではびこってし

まいます。

どんな場所にあっても，ほかの人 を快 く受 け入れて輪

の中に加 え，ひとつ となるような気運が生 じるよう，一

人一人が責任を負う必要があります。そ してこの責任 に

高い優先順位をつけるのです。 また特 に，教 えと模範 に

よってその方法 を示 して くれ る指導者が必要です。私た
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ちはだれにでも公平に振る舞わなくてはなりません。差

別や孤立，疎外 といった ものを味わっている犠牲者に対

してはなおさらです。宗教，文化，人種，民族，性別の

違いをあげつらって人 を傷つけ，軽んじるような冗談を，

ユーモア と取 り違えないようにしましょう。私たちは皆，

神 に似せて造 られた者なのです。 しばしば見受 けられる，
一般的になっているこうしたふさわしくない態度を取 る

人 に出会 ったときには，その場 を立ち去るか，間違いを

正すように何かすべ きです。 これは一人一人が果たすべ

き責任なのです。

南アメ リカや，中央アメリカ，ブルガ リア，チェコス

ロバキア，ギ リシャ，ハ ンガ リー，そしてポーランドに
の

新 しい伝道部が創設され，そのほかの国々が，福音を宣

べ伝 える地 として奉献されるにつれ，教会は目覚 ましい

速 さで世界中に広がっています。人種や文化，民族の多

様性 も，それに伴 って必然的に拡大 してい くでしょう。

実 にすばらしい時代です。ロサンゼルスステーキ部 のよ

うに，私たちはそれによってさらに高められるのです。

孤立する人 を減 らし，すべての人 を受 け入れ る機会を

逃すことのない ように願っています。 また同 じ教 えを信

じる者同士のきずなで結ばれた多様 な人々 との交わ りを

通 して，人生を豊かにすることができますように。教会

博物館 の国際美術 コンクールの時のように，愛 とキ リス

トとその福音 を通 してお互いをひとつに結びつけるきず

なを見 いだそうで はありませんか。文化の違いを超 えた

一致 という，うれ しい結果 を生むことができるように，

またモルモン経の中の 「何 らみだ りがわしい行いがなか

った」(W二 一ファイ1：16)時 代のような幸福な状態を

楽 しむことがで きるように願 っています。□
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幸福なんてあるのかしら

バーバラ ・チェイクキナー口

(ピエ トロ ・カラリー二による聞き書き)

イ
タリアのパ ドワにある我が家に，

ふた りの青年 をようや く招 き入

れたのは，彼 らの熱意に負けたためで

す。ふた りが末 日聖徒の宣教師だ と知

って，私 はいろいろな言 い訳 をひね り

出しましたが，ふた りは構わず訪問 を

続 けました。そしてとうとう，居間に

腰 を落ち着 けて，私 は幸福 について話

し合 うことになったのです。なん とも

苦手な話題で した。

お しゃべ りは楽 しかったのですが，

人 はこの地上で幸福 になれるとふた り

が言 うのを聞いて，私 は反発 しました。

人生はただ悲 しいことばか りで，幸福

になれるのは死 んでか ら神様 と一緒に

住む時だと，私は考えていたのです。

当時の私には，私を深 く愛 して くれ

る夫 と3歳 になる娘がいて，新築の家

もあり， 自分 は恵 まれていると考 える

べ きだった と思います。 ところが私は，

それまでに受 けた人生の試練のために，

別の考え方を抱 くようになっていまし

た。私は父親 なしで育 ち，母親 ともう

ま くいかなかったのです。6年 前 には，

生後3日 の子供 を亡 くし，その死 も納

得できずにいました。

こうして私は不幸で，何事 にも無関

心だったのです。宣教師たちは帰 り際

に次回の約束 をして，モルモ ン経を置

いてい きました。本 には何カ所かの聖

句に印が付 けてあり，私にそれらを読

む ように言い ました。私はその後2，

3日 でそれ らの聖句 を読み終わ りまし

たが，理解で きませんで した。

宣教師は毎週訪問し，最初 はふた り

だけで したが，やがて私の許 しを得る

と，教会の姉妹 をひ とり連れて きまし

た。私 は次 の日曜 日に，彼女 と一緒に

教会の集会 に参加することにしました。

その日，教会 に入 ると， まるでいつ も

来ているかのような気が しました。

何人かの人が笑顔で歓迎 して，温か

い握手 をして くれました。だれ もが穏

やかそ うで，私はす ぐに平安 を心に感

じました。 この教会 に足 を踏 み入れた

のが初 めてのような気がしなか ったの

で， それがむしろ怖いほどでした。 そ

の1週 間は，気持 ちが落 ち着かずなか

なか眠れませんで した。

それで宣教師たちが来 た時に，言わ

れたような幸福や平安が感 じられず，

む しろ不安で眠れないのはなぜか と尋

ね ました。彼 らはそれ には答えず，バ

プテスマのチャレンジをしました。私

は無遠慮 に声 を立 てて笑い，訪問は続

けていいけれど，教会には入 りません

と，宣教師たちに言い ました。

ところが， それを夫に話 して， また

ひ としきり笑 った後で私 はそれ までの

出来事を一つ一つ考 え始 めたのです。

ふいに心 の中で何かが解 き放 たれたよ

うな感 じが して，バプテスマを受 けな

ければな らないと感 じました。

夫 は，私の決心を初めは冗談 と受け

留め，次 には口論の種 にして，なん と

か思いとどまらせ ようとしました。私

の職場の同僚がみんなカ トリック教徒

なので，仕事を辞めさせ られ るかもし

れないとまで言いました。 しか し， 日

がたって も私の決意が変わ らないので，

夫 はとうとう許可 して くれました。

宣教師か ら残 りの話 を聞 き，ついに

バ プテスマの 日が やって来 ました。

1986年10月26日 ， 宣教師たちが家 に来

るようになってから2カ 月後 のことで

した。私 は興奮で体が震 え，先行 きが

不安でした。夫は娘 と一緒にバプテス

マ会に出席 して くれ ました。

バプテスマの水 に入 ると，す ぐに恐

れは跡形 もな く消え，晴れやかな解放

感 を覚えました。その時の幸福 な気持
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燃 える思 い

ラ リ ー ・A・ ヒ ラ ー

別
に疑 ってい たわ けで はあ りません。 ただ，わ か ら

なか った のです。

当時，私 は17歳 で した。幼 い ころか ら教会 にはず っ と

活 発 に集 ってい て，8歳 でバ プ テスマ を受 け，12歳 で執

事 に聖任 され ま した。セ ミナ リー に通 い始 めて4年 目に

な って い ましたが， まだ本 当 に証 があ る とは思 えなか っ

たのです。

親友 のゲー リーに とって，証 をす る ことはむず か し く
せいさん

ないようでした。聖餐会で私 たちはよく聖餐のテーブル

の前に並んで座 りました。断食証会の 日，彼 はいつも私

の隣で感動 に体を震わせていました。そして，必ず立ち

上がって証 を述べるのです。声を震わせ， 目を涙でいっ

ぱいにして，みたまを感 じることのすばらしさを証する

のです。

そんなゲー リーが うらやましく思えました。同時に，

何かいらだたしい気持ちにもな りました。ゲーリーのよ

うに涙 を流すのは，ちょっと恥ずか しい気 もしましたが，

彼のような証が自分にも欲 しいと思いました。おそ らく

当時の私はそれほど深刻 には望んでいなかったのでしょ

う。その後 も，深 く考 える機会 もないままに時が過ぎて

いきました。

こうして，セ ミナリーの最終年度を迎 えました。テー

マはモルモン経です。 しか も，モロナイ書第10章4節 か

ら5節 が中心課題です。モルモン経を初 めから終わ りま

で通 して読み，それが真実であるという証を得 られるよ

うに祈る，つまりモロナイの約束を試すようにチャレン

ジを受けました。

最初は，読んだり読 まなかったりする日々が続 きまし

たが，そのうち寝 る前の日課 として毎晩モルモン経を読

むようにな りました。読んだ後ベ ッドの横にひざまずき，

モルモン経や教会が真実であるという証が得 られるよう

に主に祈ったのです。

ですが，何 も起 こりませんでした。

いつも，心のどこかにゲーリーの強い証が忘れ られず

にあ りました。教義 と聖約第9章8節 で，主はオ リヴ
なんじ

ア ・カウ ドリに次 のように言われ ました。「われ汝の心

を内に燃やさん。」

毎晩，毎晩，私はベ ッドの横 にひざまずいて心から祈

り求めました。それからベ ッドに入 り，燃 えるような証

を待ち望みました。そんなある晩，祈 りの途中で，ふ と

自分 自身 に問いかけてみたのです。「真実か どうか，私

はすでに知っているのではないだろうか。」

その時です。ひとすじの光の柱 もな く，声 も聞 こえま

せん。それは，私が期待 していたような燃 える感情で も

ありませんでした。 その代わ り，心の中にひ とつの自覚

が生 じたのです。

私 は，すでに知 っていたのだと実感 しました。平安 と

安 らぎ，厳かな気持 ち， これ こそ私が求めていたものだ

ったのです。私はすでに知 っていたのです。

以来，オ リヴァ ・カウ ドリに語 られた主のみ言葉が，
まこと

これまで以上に理解できるようにな りました。「誠 にま
なんじ あ か し

ことにわれ汝に告 ぐ，汝 もしこの上の証詞を得ん と欲せ

ば， これらのことの真理 を悟 らん として汝が心の中にわ

れに向いて呼びし夜のことを深 く思 うべし。われ汝にそ
つ

のことに就 きて心安かれ と告げしにあらずや。汝，神 よ

りの証詞 より大いなる証詞をいず こに得るや。」(教 義 と

聖約6：22-23)

これからも，何度 も燃 えるような気持ちを感 じること

でしょう。アルマが言うように，何度 も喜びに胸が膨 ら

む ことで しょう。(ア ルマ32：28参 照)し かし，その時は

与えられた静かな答 えこそ私の求めていたものであ り，

心にとどめてお くべきものでした。主は私 に心安かれ と

告げられたのです。□
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ンス語 の速習 コースを取 り，今で は上

手にフランス語を話せ るようになって

い ます。

マ リーは50人 の小 さな支部が，5つ

の支部か ら成 る400人 以 上 の会員 を擁

する地方部 に発展するのを目にしてき

ました。クラスでの発言や福音 に添 っ

た生活 をするとい う模範 を通 して，マ

リー は同年代の少女たちが福音 を学ぶ

のを助 けてきました。

最後の方で立ち上がった少女はこう

言います。「福音 のメッセー ジを聞い

てから，幸福 になるためには教会 に入

らなければな らない と思いました。教

会 に入 るのは私 にとって大切 なことで

した。私は今では本 当の幸せを知って

います。」教会の会員になった ことで

彼女 は自分 の家を出なければな りませ

んでした。 しかし，後悔はしていませ

ん。

浜辺での証会は終わ りました。 グー

姉妹 はキャンプ場 まで歩いて戻 る途中

でヤシの実 を拾い，頭の上に載せまし

た。そしてバランスを取 りなが ら，歩

調 も崩 さず歩 きます。娘 のフィロメン

ヌ ・グー も母親 に倣 ってついて行 きま

す。母 と娘 はヤシの木の下 を共 に背筋

をまっす ぐ伸 ばして上品に歩いて行 き

ます。

アフリカの少女 たちは小 さい時か ら

頭の上に物を載せて運ぶ方法 を教わ り

ます。それ は練習を積む と物 を運ぶの

にとて も便利 な方法です。キャンプの

問，少女や指導者たちは頭 にた くさん

の物 を載せて運 びます。たとえば，鍋，

まき， キャンプ技術 の本， リュックサ

ック， それに12リ ッ トル も入 る水がめ

な どです。

文化 と友情の交わり

アビジャンでのキャンププログラム

には，異なった文化 と言語が うまく溶

け合 っています。ハイキ ングの歌 はフ

ランス，イギ リス，そしてアフ リカの

歌 まで様々です。少女 たちは皆， 自分

たちの部族 の言葉のほか にフランス語

を話 します。ベタ語 とバ ウレ語はここ

で最 もよ く使われている言葉です。

アビジャンは遠 くの村や近隣のアフ

リカ諸国か ら集 まる様々な部族のるつ

ぼと言 えます。人々はより良い仕事，

より高い収入を求めてここに来 ます。

両親 と一緒 に来 ている若い女性 たちは

慣れ親 しんだ生活か らはかけ離れて し

まっています。彼 らは教会 や地方部の

活動で自分 と通 じるものを持 った新 し

い友達を作 るのを楽 しみにしています。

アフリカの人々は臆せず新 しい友達

を作 り，歌や踊 りを通 して 自分の気持

ちを表現 します。ハ イキングで少女 た

ちは互いに歌を教 え合 うよう勧 められ

ます。アボボ支部のアモアヘ ッドウィ

ッジ ・コヴィはいったん教 え始めると，

夢中になって何曲で も教 えて くれます。

少女たちは， アフ リカの踊 りを交 えて

教 える彼女の歌に合わせて手拍子 をし，

後 について歌 うのです。

少女たちはロープの結 び方，太陽の

位置か ら北の方角を知 る方法，救急法

を互 いに教 え合 います。またキャンプ

技術 の本をお もり代わ りにしたビニー

ル袋， それに空のプラスチック瓶 を用

いて，マウス ・ツー ・マウス式の人工

呼吸法 について も学びます。

何人かの少女たちと同じように，13

歳 の ミシュレヌ ・クワメ もキャンプは

特別な行事であると思っているので，
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よそ行 きの ドレスを着て来 ました。 ど

んな場合で も巻 きスカー トや ドレスを

着 るのはここで は珍 しいことで はあり

ません。それが当然 とされているので

す。そ うはいって もキャンプファイア

ーの火をつけるとき，彼女 はドレスを

汚さないように， またこが さないよう

に気をつけなければな りませんで した。

キ ャンプ地 はアビジャンか らわずか

30分 の所ですが，何人かの少女に とっ

て，海 に来たのは初めての経験でした。

アフリカの少女たちは， もし両親 にゆ

とりがあれば学校へ行 きますが，そう

でない場合 は，家計 を助 けるために働

きます。遊ぶ時間な どほ とん どないの

です。
せき こ

アビジャン市 は美しい潟湖に隣接 し

ています。淡水の潟湖がわずか30メ ー

トル幅の狭い砂地で海 と分 けられてい

る場所 もあ ります。潟湖 を見ていると，

波 と戯れた くな りますが，泳 ぎ方を知

っているのはマ リー ・ブロー ドヘッ ド

とクリスタル ・アモル ドだけです。ほ

かの少女 たちは，静かな浅瀬で泳ぎを

覚えようとしてい ます。目の前の海 は

美 しいのですが，波が荒 く，危険です。

海岸地方の村人で さえ も，波打 ち際で

は泳 ぎません。泳いだ り水浴 した りす

るときは潟湖に入 るのです。海 に出 る

のは，釣 りのときくらいです。

少女や指導者たちが帰 りの準備 をし

ています。彼 らは共 に笑い，学び，証

を分かち合いました。信仰 と友情はさ

らに強 まりました。少女たちは来年の

キャンプを楽 しみに しています。そし

て友達 を誘 う計画 も立てています。□







岩の上に家 を建てよ

アジア北地域会長会会長

W・ ユージン ・八ンセン

救
い主は，山上の垂訓 を閉 じるに

当たって，非常に重要 な勧告 を

お与 えにな りました。それは，マタイ

による福音書第7章24節 か ら27節 に記

されています。

「それで
，わた しのこれ らの言葉 を

聞いて行 うものを，岩の上に自分 の家

を建てた賢い人に地べることがで きよ

う。

雨が降 り，洪水が押 し寄せ，風が吹

いてその家 に打ちつ けても，倒れるこ

とはない。岩 を土台 としているからで

ある。

また，わたしのこれ らの言葉を聞い

て も行わない者を，砂 の上に自分 の家

を建てた愚かな人 に比べ ることがで き

よう。

雨が降 り，洪水が押 し寄せ，風が吹

いてその家 に打ちつけると，倒れて し

まう。 そしてその倒れ方 はひどいので

ある。」

これは私 たちの霊の家，言い換 えれ

ば私たちの証について語 られた もので

す。堅固な土台の上に家 を建てるのは，

なん と重要なことで しょうか。 もし私

たちが，啓示 された神 のみ言葉を研究

し，それに従 うことによって， また断

食 と祈 りを通 して，さらにベ ンソン大

管長が勧めてお られるように 「器の内

側 を清 める」 ことによ り自分の土台を

築いてい くなら，岩の上に家 を建てた

者のようになれるで しょう。そして，

疑いや誘惑の風が吹 きす さび，批判 や
しつ と

思いや りの欠如，失望や嫉妬，不親切，

人間的な弱 さな どの雨が降 りつけて も，

私たちの霊の家 は倒れないで しょう。

つまり教会 を離れた り，証が弱 くなっ

た りすることはないでしょう。

霊的な強 さを培 うには， 日々の生活

における絶 え間ない努力が必要です。

霊的な生活 を送 るならば，心に平安が

もた らされ，人生は喜び と幸福 に満 た

されます。来るべ き世における最 も偉
たまもの

大な賜，すなわち永遠の生命 について

理解するうえで も，霊的な生活 は助 け

となるでしょう。 この賜 を受けること
まつと

によって私たちは，地上での生涯を全

うした後，天父 と御子イエス ・キ リス

トのみ もとで生活できるようにな りま

す。

主の教会の会員 とな り，教会の もた

らす祝福 にあずかれるのは， なん と恵

まれた ことでしょうか。私たちは，霊

的な平安 と喜 びを得 るには何 をしなけ

ればな らないか を知 っています。主 は

教義 と聖約第52章 の中で，私 たちがサ

タンに欺かれないように，従 うべ き規

範 を示 してお られます。
なんじ

「またわれ汝 らの欺 かれ ざらんため

ドあと

に，あ らゆるものに規範 を与 う。そは
あまね あ い ゆ

サタン普 くこの地に在 り，出で行 きて
もろもろ

諸々の国民を欺 けばな り。
ゆえ く

この故に，悔いる精神を持ちて祈る

者わが儀式に従うならばわれこれを受

け入 るべ し。」(14-15節)

幸福で満 ち足 りた生活を送 り，霊的

に豊かな人生 を歩むために， これ らの

規範が与 えられているのです。 これこ

そイエス ・キリス トの真の教会です。

あらゆる良きものを与 えて くださる主

に信仰 を持 ち，信頼 を寄せましょう。

神のみ言葉 とい う岩の上に霊の家を築

きましょう。そうすれば，風が吹 き，

雨が降 りつけて も，私たちはイエス ・

キリス トの福音 のうちに固 くとどまる

ことがで きるでしょう。

子供や孫 を持つ人々 には，彼 らが砂

の上にではな く岩の上 に家 を建てる大

切 さを理解で きるように助 けるという

特別 な責任があ ります。今 日，巧妙な

誘惑が至る所に見受けられます。 これ

らは， しばらくの間若人を惑わした り，
こうかつ

狡猜な業によって彼 らの目をくらませ

た りしています。

私たちは，若人が自らを道徳的に清

く保 ち，救 い主 との個人的な関係を早

い時期 に築 けるよう助 ける必要があ り

ます。 これらの ことを成 し遂げるには

どうすればよいのでしょうか。 それは，
ささ

毎 日捧げる個人 の祈 り，教会の集会へ

の出席，戒 めを守 ること，予言者の勧

告に従 うこと，セ ミナリーやインステ

ィテユー トヘの出席などを通 して達成

されるのです。

またそれは，家庭 で共に聖典 を読み，

定期的 に家族の祈 りを捧げ，家庭の夕

べ を開 くことによって，そして言葉だ

けでな く，行ないによって繰 り返 し証

を伝 えることによって成 し遂げられま

す。

私 たちが皆，賢明な者 となり，主の

メッセージに耳 を傾 け，主が言われる

ことを行なえます ようにお祈 りいたし

ます。□
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暴動の被害地に

差 し伸べ られる友情の手

教会員,ボ ランティアに加わって救援活動

カリフォル ニア州 ロサ ンゼルス発

リフォルニア州ロサ ンゼルスで

力 起 こった暴動の火 は消えたが,
教会員を含む多 くの人々 による奉仕の

ともしびは,今 も赤々 と燃 え続 けてい

る。

5月8日,七 十人第一定員会会員 の

ジャック･H･ゴ ー ズ リンド長老は被

害地 を訪れ,ボ ランテ ィアに加わって,

この悲 しむべき暴動後の救援活動や復

旧作業に携わるロサンゼルス地区のス

テーキ部 の教会員 に賛辞 を贈 った。

北アメ リカ西部地域会長会の一員で

もあるゴーズ リンド長老 は次の ように

述べている。｢教 会員 は自分たちの隣

人 に関心 を寄せていたので,素 早 い対

応ができました。彼 らは人 々に抱 いて

いる愛 と思いや りか ら援助 をしたので

す。｣

援助の対象 となったのは,ロ サ ンゼ

ルス･サ ウスセン トラル地 区とその周

辺地域での3日 間 に及ぶ暴動中に,店

や家屋が略奪や放火に遭った人々であ

る。 この暴動は,4月29日,自 動車を

運転 していた黒人のロ ドニー･キ ング

氏 を殴打 したロサ ンゼルス警察の4人

の警官が,地 裁陪審で無罪 の評決 を受

けた直後 に発生 した。死者 はおよそ55

.人
,負 傷者 は2,300人 を超 えた。被害

総額 は推定7億1,700万 ドルに上 る。

教会員では少な くとも8人 が商品の

略奪や火災 の被害 を被 り,3人 が負傷

した。(｢チ ャーチニューズ｣!992年5

月9日 付参照)

ゴーズ リン ド長老 と妻のグウェン姉

暴動後の復旧について,最 善策を話し合うジャック･H･ゴ ーズリンド長老とロサ

ンゼルス韓国人街の地元の教会指導者。

聖徒の道/1992年8月 号

4

妹は,カ リフォルニア州フッ トヒル･

ア ンド･グ レンデール地区の ジェーム

ズ･B･ジ ェイコブソン地区代表,ロ

サ ンゼルス第2支 部(韓 国人支部)の ス

ー･ヤ ン･キ ム支部長
,お よびカリフ

ォルニア州の教会渉外部 門ディレクタ

ー
,キ ース･ア トキンソン兄弟 に案内

されて被害地を視察 した。

ア トキンソン兄弟 によれば,ゴ ーズ

リンド長老が訪れた地域 は,末 日聖徒

のふたつの韓国人支部がある韓国人街,

暴 動 の発生地であるロサ ンゼルス･サ

ウスセ ントラル地区,ハ リウッドに近

接す る,暴 動 の余波を受 けた一部の地

区,お よび南 カ リフォルニア大学周辺

である。 またゴーズ リンド長老は,東

洋伝道教会 という韓国人街のキ リス ト

教センターも訪れた。 ここでは暴動 の

被害者 に救援物資の配給が行なわれて

い る。

ゴーズ リン ド長老は,チ ャーチニュ

ーズ記者 に対 して こう語 った
。｢地 区

の大半 を車で回 りました。まず被害の

程度 を把握 し,事 態をこの目で見て,

教会員の安否 を確かめるためで した。

また被害地の人々 に,教 会 にどんな助

けができるかを検討 する目的 もあ りま

した。｣

長 老 は現場 の様相 にショックを受け

た と言 う。｢建 物 とい う建 物が焼 け落

ちているのを目にし,信 じられない気

が しました。あの場 に立 った時の緊迫

感は相当なもので した。街中 に武装 し

たガー ドマンや兵士,警 官がいました。

店を失った人 たちの表情 を見 た時は,

が く然 としました。｣

北 アメ リカ西部地域会長会会長であ

る七十人第一定 員会会 員 のジ ョン･

H･グ ローバーグ長老 は,末 日聖徒で

あ るか否 かにかかわ らず,被 害地住民

全体 の救援方法 を検討するため,教 会

が委員会 を設置 したことを明 らか にし

た。 同委員会 はロサンゼルス地 区の地

区代表およびステーキ部長で構成 され,

教会福祉事業部の担当者 と協力 して働

くことになる。

一方
,ロ サ ンゼルス地域 の教会員 も

隣人への援助 を続 けてお り,末 日聖徒

のステーキ部から寄付 される食料品や

日用品が,ト ラックで次々 と配給施設

に到着 してい る。物資 を収集,寄 付 し
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すが,む ずか しい問題にあったとき,

言葉がわからないというのはいやな も

のです。電話の相手が言葉がわか るの

を知って,お 客様は安心されるようで

す。｣ス ペ イン語 を話 すユタ州立大学

の学 生でオペ レー ター として働 くロ

ナ･ド レーパーはこう語 る。

ユタ州のこうした才能 の蓄積 は,地

元のビジネス をよ りグローバルに拡大

する機会 を提供 している。 ブリガム･

ヤ ング大学が1980年 に リサーチプログ

ラムとして始めた翻訳会社｢ア ルプネ

ッ ト(ALPNET)｣は 世 界各 地 に22の

オ フ ィス と250人 の 従 業 員 を有 す る

2,600万 ドル企業 に成長 した。 ソル ト

レークシティーが先端技術 の発信基地

として も伸びて きた ことによ り,コ ン

ピュータを使 った翻訳が 自然 と一般の

労働者 に も浸透 してきた。｢言 語的,

文化的に意識 の高い社会であ りなが ら

コンピュータも駆使できるとい う,ユ

ニークな取 り合わせです。｣ア ルプネ

ッ ト社社長 トーマス･シ ール氏はそう

語 る。会社の取 り引 き相手 としては,

ア ップル･コ ンピュータ社,ブ リティ

ッシュ石油,NATO(北 大 西洋条約

機構),シ ーメ ンス社 な どがある。最

近では,米 軍か らサ ウジ軍向けに装甲

車 に関す る3万2,000ペ ー ジにわた る

資料をアラビア語に翻訳する依頼が あ

った とい う。

ブ リュッセルか ら東京 まで各地に支

部 を持つ,ユ タ州の経済開発機関の役

員 は,ユ タ州の公立高校 の生徒 の60パ

ーセ ントが外国語を学んでいる と指摘

している。また同州 はその語学力 を前

面 に押 し出 して,国 際的に工場,事 務

所 の誘致 に成功 している。
タイワン

その一例 として,昨 年,台 湾 を基盤

として活動 しているコンピュータ会社

コンペ ック･マ ニ ュファクチュアリン

グ社は,初 の海外プラン ト地 をユタ州

に決めた。 コンペ ック社の重役たちは

ユタ州の人々が広東語 を話せ るだけで

な く,台 湾 の会社の習慣 や文化に も理

解 を示す ことに心 を動かされたのだ。

こうした実例か ら考えて も,こ の地球

規模で広がる経済の中にあってユ タ州

の人々の多言語能力は,言 語以上の こ

とを語 っ て い る よ うだ。From

TIMEMagazine.◎1992TIME,Inc.

■

■

新たに組織 された

福井地方部,石 川地方部

去 る4月[9日 に開催 された北陸地方部大会で地方部の分割が支持 され,新 たに福
ふくもとたか し

井地方部と石川地方部が組織され ました。 これ に伴い福元隆司地方部長が解任 され,
たけざわまもる の ざき し ろう

新たに福井地方部地方部長 として竹 沢 護 兄弟,第 一副地方部長 として野崎史郎兄

弟,第 二副地方部長としてチ ャールズ･B･ラ ブディー兄弟,ま た石川地方部地方
とくざわきよし やま の たけゆき

部長として徳沢 清 兄弟,第 一 副地方部長と して山野武幸兄弟,第 二副地方部長と
おお た ひさのり

して太田秀典兄弟が召 され,そ の任 に当た ります。

福井地方部

感謝の心で

福井地方部地方部長

竹沢 護

年 前,父 親 は す で に 他 界 し,私

16 は母親 とふた りで暮 らしてい ま
がん

した。母親 は以前癌の手術 を受け,病

弱の身で したが,恐 れていた癌が再発

しました。 あと半年の命 と主治医より

言われ,泣 き暮 らしていましたが,私

が最後 にで きることといえば,病 院に

泊 まり込み看病 することで した。昼は

会社,夜 は病院の生活が続 きました。

夜 は祈 るような気持ちで過 ごしました。

日に日に痛み止めの注射が増 えてい き,

手 立て もな く母は亡 くな りました。そ

の母 よりいつも聞か されていたのは,

｢あ なたは感謝す る心がない｣と い う

言葉でした。

当時の私は,福 音 も知 らず,自 分だ

けを信 じ,自 己中心主義の孤独な人間

で,母 親の言葉な ど,と て も理解で き

ませんでした。そのころ義兄 の紹介で,

お見合いの話があ りました。何回か会

ってい くうちに彼女 はすでに教会員で

ある とわか り,教 会の ことを話 してき

ました。私 は宗教 は個人 の自由だから

別 に構わない と言いました。 しばらく

する と彼女 は教会に一度来てほしい と

言いました。一瞬 しりごみしましたが,

一度 だけならと思 って教会 に行 ってみ

ました。古い民家 を改造 した教会で,

そ の時 は何 も感 じませんでした。 そう

してい るうちに結婚 の話がまとまり,

私 たちは結婚 しました。後で妻から聞

いたのですが,彼 女 も結婚 のことで非

常に悩んでいたそうです。毎晩のよう

に自分の家の屋上で神様に祈 っていた

そうです。

私たちの結婚生活が始 まりました。

日曜日になると妻 は教会に出かけてい

きました。 そしてときどき教会のこと

を話 して くれ ました。

いろいろ聞いているうちに,両 親を

亡 くし,家 族 もふた り兄弟で少な く,

職 場の人 間関係で悩 み,人 生 に疑問 を

感 じていたころでしたので,私 に も福

音が必要であると思いました。そ して

最初の子供が生 まれた ら,宣 教師か ら

福音を学ぶ約束をしました。

宣教師はアパー トか ら私の家 まで 自

転車で約30分 の道 のりを,雨 の日も約

束の 日には必ずやって来 ました。ある

日祈 りにつ いて教 えて くれ ました。

｢天 のお父様,感 謝 します。｣こ の時,

私 にはまだ天の父や母 がい ることを知

って非常に心強 く感 じ,喜 びました。

そして母親 から言われていた感謝 の意

味 も,少 し理解で きるようにな りまし

た。集会 も回を重ね,私 にとって戒め
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写真上 石川地方

部地方部長会,左 か

ら山野武幸第一副地

方部長,徳 沢清地方

部長,太 田秀典第二

副地方部長

写真下 徳沢清地

方部長ご家族
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での数々の罪が赦 され,洗 い清 められ

たのを感 じました。そして,あ の死 に

対する恐怖心 も去 ってい きました。 し

か し現実は厳 しく,父 母や3人 の姉妹

たちか ら猛反対 され,家 族の中ではい

っ も孤立 していました。父 とは通常 は

比較的良い関係で したが,こ と教会 に

話が及ぶと,3年 前 に亡 くな るまで,

お前は先祖代々の仏教徒 の家でただひ

とりの異端者であり,親 不幸者である

-

7
野

。
脚

畢

盤
･

認 禰醍

鯉
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Ill唾1旨IIII四孟

と言って責められました。

昨年東京神殿で,私 は父の身代わ り

のバプテスマを受けることができまし

た。霊界での父 は必ずや私 を理解 し,

今 では喜んで くれていると信 じてい ま

す。結婚13年 目に妻 もふた りの子供 た

ちと一緒にバプテスマを受 け,現 在5

人 の息子に恵 まれています。長男 は伝

道か ら帰還後神殿結婚 し,現 在ふた り

の子供 の父親 として東京の中野ワー ド

部で副監督 の責任 をいただいてお りま

す。次男 は2年 前伝道を終え,こ の5

月 に神殿結婚 をし,こ のほど金沢支部

の副支部長に召 されました。四男は今

年3月,大 学 を2年 で休学 し,現 在大

阪伝道部で元気 に伝道 してい ます。

私 は福音 を通 して永遠の人生,家 族

の大切 さを学びました。そして,私 に
けんそん

不足 している謙遜,柔 和,忍 耐,寛 容,

愛 な どの徳 をいつ も求 め続けてい くこ

とを願 ってお ります。｢私 はあなたた

ちが謙遜,従 順,柔 和 であって容易 に

勧告に従い,忍 耐強 くてよ く勘忍 し,

何事 に もひか え目であっていつも神の

命令を熱心に守 り･一 。｣(ア ルマ7:

23)私 は妻 の長所か ら,私 に不足 して

いる多 くの ことを学び ました。 ことに

15年 間に及ぶ重度身障者へのボランテ

ィア活動,13年 間 の｢金 沢 こころの電

話｣ボ ランテ ィア活動,教 会 に反対さ
かつとう

れてきたにもかかわ らず,心 の葛藤 と

戦いなが らの妻の老母 に対す る奉仕な

どか ら,そ こに他人に対する慈愛 の尊

さを学び ました。私は こうした妻 を心

か ら尊敬 してい ます。私 は今 回の地方

部長の召 しは,私 の弱点,短 所 を克服

するために,神 様がチャレンジを与 え

て くださったのだ と思ってお ります。

いつも謙遜 と柔和,慈 愛 を心がけ,5

つ の支部 とそこに集 う会員一人一人の

ために全力で奉仕 してい く決意でお り

ます。最後 に天父 とイエス･キ リス ト

が生 きておられること,イ エス･キ リ
あがな

ス トが救い主,贈 い主であること,末

日聖徒イエス･キ リス ト教会が地上の

唯一 まことの教会であることを証 いた

します。□

再組織 された鹿児島地方部地方部長会

難 爵引

響i謳

灘

灘
畷

藩

去 る4月26日,福 岡伝 道 部の シ リ

ル･岩 村･ア モロソ･フ ィケレス伝道

部長管理の下に開催 された鹿児島地方

部大会において,地 方部長の責任 を果
おお ば くにひろ

たしてこられた大庭一廣兄弟か解任 さ
ながともゆたか

れ,新 たに永友 裕 兄弟(写 真 中央)か
きた

召 されました。第一副地方部長には北
がわくにはる

川国､台兄弟(写 真左)が,第 二副地方部
くろ き み ち お

長には黒木三千夫兄弟(写 真右)か 召 さ

れ,そ の任 に当た ります。
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なん じ

汝ちの家族は健在なり

(教 義 と聖 約100:1)

東京南伝道部専任宣教師

小野 健

イ晶二嵩鵬談ほ
す。19歳 の時,友 人 に連れ られて教会

の門を くぐり,数 カ月後にバプテスマ

を受けました。以来,宣 教師にな りた

い という望 みは絶 えることがあ りませ

んで した。大学を卒業 し,社 会人 とな

って自分の信仰や証が成熟 してい くの

を感 じるにつれ,ま すます伝道に対す

る思いは強まってい きました。たびた

び断食 して祈 り,指 導者 との面接 を通

して意を決 した私 は,会 社 を辞 め,両

親を再度説得 して伝道 に出ました。多

くの障害 もあ りましたが,今 こうして

宣教師になることがで き,本 当に主の

助けに感謝 しています。

昨年任地に来て間もな く,以 前 から

決 して健康 とは言えなかった母の体調

が悪化 しました。父か ら電話や手紙が

来るたびに,心 は重 くなっていきます。

伝道について口を開 くたびに烈火のご

とく私 をしかっていた母が,い よいよ

私の旅立つ時になって,涙 を浮かべな

が ら笑顔で｢頑 張ってきなさいよ｣と

見送って くれた姿が何度 も思い出され

ました。ただただ主のみ力 にすが るこ

としかで きず,毎 日懸命に働いたつ も

りです。

そんな中で,あ る準備 の日の早朝,

｢家 に電話 を しなさい｣と い う
,強 い

みたまの導 きを感 じました。｢私 は宣

教師であるのに……｣と いったんは打

ち消そうとしましたが,ど うしても否

定す ることがで きずにダイヤルを回 し

てしまいました。す ると,父 がいきな

り｢だ れかから聞いたのか?｣と 尋ね

ました。｢え っ,ど うして?何 かあ

ったの?｣｢う ん……お母 さん はあ さ
きんしゆ

って手術 をす るんだよ。｣子 宮筋腫 と

いう病名 を聞いて も私にはよくわか ら

ず,｢取 って しまえば大丈夫なんだか

ら｣と いう母 の言葉 も気休めにしか聞

こえませんでした。

鷲嚢
鐸

2日 後 の手術の 日は,宣 教師大会が

あ りま した。私 は断食 を して,イ エ

ス･キ リス トの力によって少 しで も母

の苦 しみが和 らげ られ るように,と 祈

りました。ウ ィリアム 。ラッセル･ワ

ーカー伝道部長 にも事情 を説明 し
,導

きを求めました。伝道部長 はやさしい

目で じっ と私 を見 つめ,｢小 野長老,

あ なたには強い信仰があ りますか ら何

も心配 はい りませんよ｣と 言って抱 き

締めて くださいました。私 にはまさし

く天父が私 を抱 き締 めて くださってい

るように思 えてなりませんで した。み

た まによって,母 が主のみ手の内にあ

ることをはっきりと知 ることができた

のです。私の中の不安 は一遍 にな くな

り,心 は喜びに満たされ,断 食 を解い

て午後の大会 に臨み ました。

数日後,母 か ら,ま た病院 に母 を見

舞 って くれた姉妹宣教師か ら相次 いで

手紙 が届 き,奇 跡が起 こったことを知
しゆよう

りました。母の腫瘍は,入 院先の病院

の記録 の中で も3番 目に大 きいもので,

手術 も長引 き大変 だったようです。そ

れ にもかかわ らず手術 は成功 し,手 術

後 の経過 も順調でした。母の手紙 には

こう書いてあ りました。｢麻 酔が切れ

た時,皆 痛み止めの注射 を何本 も打つ

そ うですが,私 はほとんど痛 みもな く,

先 生 もびっ.くりされ ました。私 自身 も

不思議な気が しますが,健 が祈って く

れたか らかな,と 今 に思 えばそんな気

轡 轡繍嫉

　嘱1

菰

小野健長老(右)

諏灘

が します。教会 の人に も話 をしたら,

本 当にそうだと言 っていました。｣

姉妹宣教師の手紙にはこうあ りまし

た。｢5月22日 にお母 さんのお見 舞い

に行 きました。……その日,お 母 さん

は,涙 と共 にすば らしい証 をして くだ

さい ました。 とて も感動 しました。

同 じ病気で手術 した人 は,麻 酔が切

れた後,痛 くて何 回も注射 を打 って も

らい大変だったそ うですが,お 母さん

はその人 よりも病状がひ どかったに も

かかわ らず,麻 酔が切れても全然痛 み

がなかったそ うです。看護婦さんもと

て も不思議が って,『 小野 さん,遠 慮

しないでちゃんと言 って ください。我

慢強いですね』 と,痛 くないことをな

かなか信 じて くれなかったそうです。

お母 さんは,涙 をぬ ぐいなが ら 『それ

は,健 が私のために一生懸命祈 って く

れているから……』 と言ってお られ ま

した。

小野長老が伝道 に出た ことに対 して

も,も う心 に何 のわだか まりもない し,

今 自分が こうなったの も神様のみここ

ろだろうとおっ しゃっていました。｣

長 い間病弱だった母 は,今 で は見違

えるほど健康にな り,職 場 でも昇進 し,

元 気で仕事 に励 んでいます。 また手紙

や荷物 を送 って,私 を励 まして くれて

います。

｢汝 らの家族 は健在 な り
。｣(教 義 と

聖約100:1)｢汝 は先に家族 のために

しばしば悩 みた り。それ にもかかわら

ず,わ れ は汝 と汝 の家族 に小 さき児 ら

に至 るまで祝福 を与 えん。｣(教 義 と聖

約31:2)ま さ し く,主 は宣教 師 とそ

の家族 を祝福 して くださってい ます。

｢愛 す る兄弟 たち よ…… イスラエル
せいじや

の聖者であるキリス トの もとにきて,
あがな

キ リス トの与 えた もう救 い と贋 い の
ち か ら ささげもの

能力 とを受 け……全身全霊 を捧 物 と

してキ リス トに捧げ,断 食 と祈 りとを

常 に怠 らず,終 りまで堪 え忍べ。そう

すれ ば,あ なたたちの救われることは
たしか

主が生 きてい ます ように確 である。｣

(オムナイ1:26)イ エ ス･キ リス トが

生 きておられ,私 たちの救い主,贋 い

主 で あ る こと を証 いた します。(お

の･け ん 仙台ステーキ部山形 ワー ド

部出身)

聖徒の道/ig92年8月 号
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せ き め

大阪ステーキ部関目支部

壌

嚢∵,騰

.璽

完成 した関目支部

の教会堂

支部長

熊野均

てん ま

目支 部(1991年11月4日,天 満

関 椿支部､,名 称変更)に私が初

めて訪問したのは今か ら約9年 前,大

阪ステーキ部 の高等評議員を務めてい

た ときで した。天満橋支部が発足 して

少 したった ころで,人 数 も少な く,ス

テーキ部長 のメ ッセージを伝え,そ の

家族的な雰囲気の中で食事をいただい

て帰った思い出が あります。私自身は
ひらかた

枚方 ワー ド部 に属 していましたが,一
いばらき

度茨木ワー ド部に転出 し,4年 前現在
しじようなわてし

住んでい る四條 畷市 に引 っ越 して天

満橋支部 の境界内に移ったものの,最

初 はなじみの深い枚方ワー ド部 に集 っ

ていました。ある日電話 のベルが鳴 り,

以 前か ら知 り合いだった当時の上杉支

部長に,定 められた管轄地域 のとお り

･羅

瓦難 ゾ ,

天満橋支部 に転入 してほしい と言われ

ました。私 は地元の指導者の言葉 に従

い,天 満橋支部 に移 りました。

大阪市の市街地 にビルの2階 を借 り

て集会 を開いていた天満橋支部は,近

くに大阪城跡や造幣局があ り,そ の北

東へ約4キ ロ離れた関目にはすでに土

地 を購入 してあ りました。転入 してす

ぐ支部 の指導者たちと｢ぜ ひ教会堂 を

建 てましょう｣と 話 してい ると,や が

て副支部長に召 されました。その年か

ら宣教師や会員の働 きによ り改宗者 も

増 え,教 会堂建築の申請 をしました。

翌年支部長 に召 され,教 会堂建築に向

けて全員で本格的に取 り組み始 めまし

た。 ところが一昨年,前 支部長 をはじ

め多 くの会員が転出 し,出 席人数が極

端 に減 りました。残っている会員の中

でも,家 族 や親族の病気や死な どが重

な り,集 会 に出席で きない人 もいまし

た。 けれ ども祝福 されて,1991年1月
くわ

15日 には鍬入れ式を迎え,人 数 も再び

増 えて きました。

これ まで 日本各地へ転出 した天満橋

支部時代 の会員や,伝 道を終えて帰還

していった宣教師に本当に感謝 してい

ます。私たちは これか らも会員,宣 教

師共に力を合わせ,地 元の人々に愛さ

れ,福 音を広め られるように頑張 りま

す。(く まの･ひ とし)

私 と扶助協会

竹下正子

灘

阪で万国博覧会が開催 された

大 1970年 に,私 は教会に導かれ ま
した。当時私 は新潟 に住 んでいました

が,そ こで伝道 していた姉妹宣教師の

｢私 は今 とて も幸福 です｣と いう言葉

にひかれたのが きっか けでした。

その姉妹宣教師 は私がバ プテスマを

受けて間 もな く転任 していきました。

心細 さを感 じなか ったのは,新 潟の姉

妹たちのすばらしい笑顔のおかげで し

た。教会 はビルの2階 で した。彼女た

ちは,階 段 を上が った所でいつ も握手

をし,さ わやかな笑顔で迎えて くれ ま

した。今,私 は日曜 日に何人 の兄弟姉

妹 と握手 しているだろうか と少 し反省

してい ます。

扶助協会は初め何 とな く怖 い感 じで

した。何 もよくわからないのにむずか

しい福音 の勉強 をしていたか らです。

それよ りもMIA(現 在 の独身成人活

動)が 気楽 に参加で き,楽 しかった も

のでした。

そのころ,新 潟支部で は年1回,バ

ザーを開いてい ました。姉妹 たちは,

うどんやカレーライス,そ して特製の

アップルパイ作 りをしました。何 日も

前か ら準備をしたのです。 このバザー

を通 して扶助協会 に集 う楽 しさを覚 え

た と思います。家庭訪問 も同僚 に連れ

られて行 きました。私の知 らない,集

会 をお休 みしてい る姉妹たちを訪問す

る道すが ら,同 僚 といろいろ話 をして

親 しくな りました。

新潟 を離れて15年 になりますが,今
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本当にすべては偶然から始 ま りまし

た。いいえ,本 当は主が私の必要 とし

ていた時,望 んでいた時に,私 を導い

て くださったのです。私が主を知 らな

いと言 っていた時でさえ,主 は常にそ

の目を向け,そ の耳 を傾 けて くだ さっ

ていたのです。私はただ,主 の方へほ

んの少 し手 を差 し出したにすぎないの

に,主 は計 り知れない愛 をもって,今,

私 を包んで くださっています。主は決

して ここか ら出て行 けと言われるお方

ではない ことを知っています。すべて

は私次第です。

今,関 目支部 において,私 にすべ き

ことが与えられていることにとても感

謝 しています。何かの責任 を与 えられ

るとき,い つ も主の愛 と信頼を感 じる

ことがで きるので心からうれ しく感 じ

ています。(や まと･あ きこ ヤ ング

シングルアダル ト扶助協会代表)

試練の中で

得た信仰

佐々木夏枝

67年 の あ る 日曜 日,子 供 た ち を

19 連れて散歩 している と,ふ たり
の女の人がちらしを くれ ました。教会

で英会話 を教 えているんだって,と 話

しなが ら歩いていると教会の前に来て

いました。教会へ行 ってみ ようか,ふ

っとそ う思い,な んとな く教会の中に

入っていきました。少 しお話 を聞いて

｢次 の 日曜 日にまたどうぞお いで くだ

さい｣と 言われ,再 び3人 で出かけま

した。話 の内容はあまりよくわか りま

せんで したが,ま た来 てみたい と思 う

気持 ちで家 に帰 りました。 ところが,

主 人 と主人の両親にうちは仏教だか ら,

そんな所へ行 くのはやめなさい,と し

かられて しまい,行 ってみたい と言 う

と,猛 反対で,何 を考 えて今 ごろそん

なことを言い出すのか,と 散々でした。

そのころ私 は体調 を悪 くし毎日病院

に通っていました。娘 は中学校2年 生

で息子 は小学校3年 生で したが,息 子

は脳性 まひで,言 語障害 と知能障害,

軽 症の身体障害があり,府 立の養護学

校 に通っていました。そのような試練

のせいか,自 分で も知 らず知 らず何か

に救いを求めていたのだと思い ます。

で も皆に反対 されるのでやっぱり行 く

のはやめよう,と 思 っている と次 の日

曜 日,息 子 が｢マ マ きょう教 会 に行

く｣と 言い出しました。｢早 く行 こう｣

とせかす息子 に,義 母 も孫が そんなに

行 きたが っているのな ら連れて行 って

やった らと言 って くれました。
ろくまくえん

その次の週 に私は肋膜炎で,子 供 に

思い を残 しなが ら入院 しました。姉妹

宣教師が聖書 とモルモン経を持って,

病 院 にお見舞いに来て くれ ました。読

む時間があるので毎 日ほ とん どの時間

を使い,4カ 月以上かかって読み まし

たが,あ まり理解す ることがで きませ

んで した。退院間近 になって主人から,

娘 も息子 も土曜 日と日曜 日はほとんど

教会 に行 っている,い つ もだれかが迎

えに来て送って来て くれる,と 言われ

何だか うれ しいようなほっとした よう

な気持ちが しました。退院 しても私が

教会 に行 くことは反対され ましたが,

息子か らいつ も｢マ マ教会に行 こう｣

と言われ るので,私 も家族に迷惑をか

けない ように掃除洗灌や片付 けをきち

ん と済 ませて出かけるように していま

した。

それか ら2年 目,や っ と主人か らバ

プテスマを認 めて もらいました。1969

年7月25日 で した。 その ころになって

ようや く少 しずつ理解することができ

るようになり,小 さな証 を得 られるよ

うになりました。現世の苦難 や悩みを

受け入れ耐 えてい くことがで きるよう,

主 は見守 って くださっている,だ から

キ リス トの福音 を受 け入れてバプテス

マを受け,み 言葉を真実 としてそれを

信 じることが信仰であり,喜 びで もあ

りました。バ プテスマ も娘や息子に助

けられて決心できました。私ひ とりで

はとてもここまでは力が及び ませんで

聖 徒の道/1992年8月 号
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した。息子 もバ プテスマを受けて,神

権をいただきました。普通 の人 よりも

遅れている子を普通の人 と同じように

扱って くださり,息 子 もそれ にこたえ

るように努力 してい ました。

私たちは このようにして教会 に集 う

ことで多 くを学 び,少 しずつですが成

長 し,温 かい気持ちを感 じてきました。

助けて くださった会員 の方々 に本当に

感謝 しています。娘 も恵 まれて帰還宣

教師の兄弟 と結婚 し,ふ た りの娘 に恵

まれて幸せ な家庭生活 を送っています。

引っ越 しして教会が遠 くなる と思った

時 もありましたが,近 くにまた教会が

でき,お かげで今では主人 も｢早 く行

かないと遅れるぞ｣と 言 って くれるよ

うにな り,心 か ら感謝 しています。息

子 も9年 前か らまた別 の試練の毎日が

続いていますが,そ んな時いつ も多 く

の兄弟姉妹 の愛 と助 けと祈 りをいただ

いて きました。天 のお父様 はその祈 り

にこたえて くだ さり,何 度 も危 うい と
じん ふ ぜん

ころを助 けられ ました。息子 の腎不全

はこれからも続 き,合 併症な どで も苦

しむ こともあるか もしれませんが,信

仰 は彼 に忍耐心 を教 えて,希 望 を与 え

て くれてい ます。

アルマ書第36章3節 には｢す べて神
わざわい あ

に頼 る者 は,苦 しみ悩 み禍 に逢 う時 に

助 けられて これ を忍ぶ ことがで き,ま

た終 りの日に高 く挙 げられ る｣と あ り

ます。大変な試練 は私たち親子 にまだ

続 くか もしれませんが,聖 書にも｢す

べて 〔主〕を信 じる者 は,失 望に終るこ

とがない｣(ロ ーマ10:11)と あ ります。

神様は息子 をとても愛 して くだ さって

いるように思 えます。信仰 をいただい

たことを心から感謝いたします。新 し

い教会堂 は愛す る人たち と共に集 う,

主 に献堂 された建物です。終わ りの日

まで変わることな く続けてい きたい と

思ってい ます。｢聖 霊 によって,神 の

愛 がわた したちの心 に注がれ てい る

……。｣(ロ ーマ5:3-5)い っ もお

父様の愛 に対す る感謝を忘れず に愛す

る兄弟姉妹 と共に学び,喜 びを分かち

合 ってい きたい と思ってい ます。(さ

さき･な つえ 支部扶助協会教育担当

副会長)
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